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はじめに

平成 24年度は本市にとって記念すべき市制施行 120周年の年であり、文化財保護課が主催す

る郷土芸能大会が第 40回目の記念すべき大会となった年で、した。郷土芸能はこれまで、長い年

月をかけて地域で守り伝えられてきた伝統芸能で、あり、それぞれの地域で共同体としての結束

を高める紐帯として強し1役目を果たしてきたものです。

前橋市教育委員会では、これらの文化財について、イベントや講座、文化財展や修理工事見

学会、出張授業などを通して、市民のみなさんに文化財を知っていただ、くとともに親しんでい

ただくことが、文化財保雄精神の酒養につながると考えています。また、文化財保護課が管理

している大室公園民家園、臨江閣、阿久沢家住宅は、今後の保存と利活用のためにも適切な保

存整備、修理を行い、確実に後世に伝えていかなければならないと考えております。

埋蔵文化財の分野では、各種の開発に伴い試掘調査を行い、記録保存として遺跡地の発掘調

査を行い、発掘調査報告書を刊行しました。特に、元総社蒼海遺跡群 (40) ・(41)では、発掘

調査中に、現地説明会を開催し、地域のみなさまにその成果の一端を公開することができまし

た。また、上野国府等範囲内容確認調査では、国府に関連する明確な泣構は椛認することはで

きませんでしたが、今後の調査に向けて一定の方向性を見出すことができたと思っております。

本書をご覧いただいた皆様方の、文化財に対する理解がより一層深まる契機となれば幸いで

す。本書が説清の皆様の前橋の文化財に関するより深い理解の一助となれば幸いであります。ま

た、平成24年度の本市文化財保謹行政を進めるにあたり、ご指導・ご協力いただいた関係各位、

並びに諸機関に心より御礼申し上げます。

最後に、本市の文化財調査委員を長年にEり務めていただきました阿久津宗二先生が平成24

年 5月 28日に急逝されました。 r前橋藩松平家記録」の刊行事業等多大な功績を残すとともに

郷土芸能連絡協議会の会長を長くお務めいただき郷土芸能の保存と継承にご尽力されました。

ここに、深く哀悼の意をささげ、ご冥福をお祈り申し上げます。

平成25年7月

前橋市教育委員会

教育長佐藤博之
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第 1章文化財調査委員による調査

1 児童文化センターのシダレソメイヨシノ調査

( 1 )日 時 平 成24年4月9日(月)

( 2)調査対象物件 シダレソメイヨシノ(前橋市児童文化センター内)

( 3)調 査 者 片山委員 勝木主任研究員(独立行政法人多摩森林科学園)

(4)概要

昨年度よりの継続調査である。多摩森林科学園勝木主任研究員のご指導をいただき懸案事項の調査を

行なった。

調査の結果は以下の通り。

①エドヒガンとオオシマザクラの雑種であることは間違

いない。

②J散諸に捉えて、「名前のない別の品種」として捉える方

が妥当である。ただ、名前として「シダレソメイヨシノ」

を使っていても問題ない。

③出回っている「シダレソメイヨシノ」とは違う品種の

クローンで、あると考える。

④栽培樹木において「来歴j が分からないのは致命的で

ある。

加えて、勝木先生より天然記念物として考えるよりは、市街地に多種多様な樹木が植栽されている児

童文化センターを何らかの形で市として支援・活用等をしていくことが大切なのではなし、かというご指

導をいただいた。

2 樹木調査

( 1 ) 日時

(2 )調査対象物件

平成24年9月 27日(木)

ア 阿久沢家住宅北側屋敷材哨直生調査

イ 鳥居峠のヒカリゴケ

ウ 時沢の夫婦マツ(県指定天然記念物)

エ横室の大カヤ

オ小屋原のトチノキ

片山委員 梅津委員(3)調査者

(4)概要

標記5件の調査を実施。阿久沢家住宅側屋敷林植生調査では、今後、国庫補助事業により整備が予

定されている建物周辺敷地の事前環境調査として実施。屋敷林内の樹木の分布状況や屋敷林が建物に

対して悪影響を及ぼしている部分の確認等の調査を行なった。

鳥居峠のヒカリゴケについては、地元等より報告を受けたヒカリゴケ生息地域における分布範囲の

町端、、環境の調査等を実施。

時沢の夫婦マツについては、平成23年 9月の按損以来、著しく樹勢が悪化し、唯一残された葉が

ついている枝にも枯死が確認されるようになったため、原因調査及びその対策を探るため実施された。

調査では、当該樹木の養生を行なってきた昭和造園の樹木医2名、群馬県教育委員会文化財保謎課担

当指導主事も同席いただいた。

横室の大カヤについては、平成22年度国庫補助事業の整備後の経過時認及び樹勢調査として実施。

小屋原のトチノキについては、新規の樹木として調査を実施。測定結果は次の通り。
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[計測データ]

幹周り 449cm、 樹高 18.0m、 根回り 8.83m、 枝張り東西 14.40m、南北 17.60m

トチノキは一般に樹高が 20'"'-'30mに達するが、ここに生育するトチノキは樹高が 18mある。また幹

周りが 300cm以上あって巨樹の範曙に入り、県内では6番目の規模であるとしづ。平地にこれだけの

大きさで存在することは珍しく貴重であるとの見解が出された。

3 考古資料調査

( 1 )日時

(2)調査対象物件

(3)調査者

(4)概要

産泰神社の協力の下、神社と群馬県立歴史博物

館の 2箇所で調査を実施。各場所での概要は以下

の通り。

産泰神社では、アーネストサトウの論文に記載

されている考古造物と神社所蔵の遺物の確認照合

を行なった。結果として、 2点だけ布陣容が出来な

かったが、全体的に良好な保管状況で、あったo

県立歴史博物館では、産泰神社より預かってい

る古銭5面 (f瑞花双鳳八稜鏡Jf六鈴鏡Jf半円

方格帯四神四獣鏡j ほか江戸期の鏡が 2面)の現

況確認を行なったo

4 建造物調査

( 1 )日時

(2)調査対象物件

平成24年 10月23日(火)

産泰神社所蔵考古資料

梅津委員 井上委員

平成24年 11月8日(木)及び 11月 29日(木)

赤城型養蚕住宅について調査

ア町田紳三宅

イ田村文子宅

ウ北爪和男宅

エ長谷川富雄宅 (11/29実施)

村田委員 井上委員(3)調査者

(4)概要

平成22'"'-'23年度に実施された「近代和風悉

皆調査j の結果をベースに、物件の現況を詳細に

調査し、他の建造物データと比較検討するための

基礎資料を収集することを目的に実施した。今回

は、赤城型養蚕農家を中心に実施し、調査を行な

った4棟とも保存状況はよく、一番古いもので1

8C中頃まで遡る可能性があることが確認された。

円
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5 県外視察調査(下仁田町・佐久市方面)

( 1 ) 日時

(2)視察調査地

(3 )調査者

(4)概要

平成24年 11月 14日(水)

ア 下仁田町ふるさとセンター

イ 荒船風穴(国指定史跡)

ウ 旧中込学校

(国指定重要文化財)

エ龍岡城玉稜郭(国指定史跡)

オ新海三社神社

(国指定重要文化財)

梅津委員、井上委員、片山委員、

村田委員

隔年で実施されているものである。今年度は、下仁

田町及び佐久市の協力の下、国指定文化財を中心に視

察調査を行なった。荒船風穴では 2014年に世界文

化遺産登録を目指している「富岡製糸場と絹産業遺産

群」の4つの構成資産のうちの 1っとして着々と整備

されている現状を視察。また、佐久市の旧中込学校や

龍岡城五稜郭では、文化財の整備事業における共通の

問題点等について交換が出来た。

6 歴史資料調査 ※継続調査

( 1 ) 日時

(2)調査対象物件

( 3)調 査者

(4 ) 概要

県史や前橋藩松平記録などの資料でも、利根川による侵食で前橋城が被害を受けている様子を表した

絵図として周知のもので、あったが、所在場所が合併により前橋市となった旧富士見村であったため、

本調査が初めてのものとなった。

絵図面の管理状況は、良好であるが、軸装されていないため折り目がつき、切れているところも

あった。今後、何らかの措置を講ずる必要性が感じられた。また、調査時に本絵図面のほかに、貴

重な文献、図面等が見っかり、今後、絵図面と併せて継続調査をしていくことが確部された。

平成24年 12月 1日(土)

寒河江家所蔵「前橋御城絵図面」

梅津委員、井上委員、片山委員、村田委員

円ぺ
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第 2章新指定の文化財

今年度は、新指定文化財として重要文化財2件、重要有形民俗文化財1件が新たに指定され、これにより

市指定文化財の総数は243件となった。以下は新指定文化財の概要である。

1 前橋市指定重要文化財 松平大和守直矩筆絹本著色菊図

所 在 地 前橋市朝日町内丁円九九番 1:i号 孝顕寺

所有者及び管迅音 孝顕寺

概 要

本件は、美術愛好心が高かったとされる松平大和守家第2代直矩が幕府の御用絵師狩野探幽やその一門の

絵師と作品を注文するなどの交流をする中で、自らが筆を取り描いたとされるものである。

直矩は、慶安元年 (1648年)に父直基の死去により弱冠7歳で家督を継ぐことなる。当時、松平氏は

姫路の帯主であったが、要衝の地姫路を 7歳の幼君に任せるわけにいかず、慶安2年 (1649年)に越後

村上に転封となった。村上には 18年間在城した。寛文7年 (1667年)には姫路に再び転封となり順風

満帆であるかのように思われたが、越後騒動に連坐して閉門を仰せ付けられてしまう。その後、豊後日田藩

主となるが、 7万石 (15万石→7万石)に格下げとなり、同時に帝鑑之間詰、侍従の末席とされた。貞享

3年 (1686年)には、許され席を回復し、 3万石加増となり山形へ10万石で転封となった。元禄5年

(1 692年)には5万石を加えられて奥州、伯河藩主になり 15万石と回復するが、処分と度重なる引越し

とで心休まるときは無かったようである。

その様な中でも、美術(芸術)愛好家としての気持ちがとりわけ強かった直矩は御用絵師狩野探幽などと

交流し作品を注文するなどしていた。そのことは芸術資料として有名な「松平大和守日記」にも綴られてい

る。また、万治2年 (1659年) 7月9日の条には「探幽にあつらへ申候富士之絵出来」や寛文2年(1 

662年) 6月7日の条には「同日 探幽法印に言附三福一対之絵出来、是ハ当四日之暮方に以天野郷右衛

門遣之絵雷鑑埴大臣風神Jなど、随所に見られる。直矩本人が本件を描いたかどうかの記述は残念

ながら記録がすべて残っているわけではないので事在了器、はできなかったが、落事;や印章から本人筆であること

を窺えさせる。

本件は、平成11年度に前橋市文化問自査委員による孝顕寺調査の中で作られた目録に記載されていたが、

本図自体への詳細調査は行なわれていなかった。そこで平成24年度の前橋市粕川歴史民俗資料館での展示

を機に、美術工芸の専門家による調査を実施した。その調査において、紅白の菊と蝶が繊細な筆致で描かれ

ている様子は、中国の『銭舜挙』様の菊図であり、いわゆる殿様芸としては完成度が高く、松平大和守家に

かかる貴重な美術資料であることが判明した。

このようなことから、資料の重要性に鑑み、今後、貴重な文化財の保存に万全を期すためにも、重要文化

財指定を行ない、保設を図る必要性が極めて高い物件であると考える。
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[指定理由】

本市の近世の歴史を辿る上で、重要な存在である「松平大和守家Jに由来するものであり、制作の鍛密さ、

完成度の高さから優れた絵画であり、芸術を愛好した松平直矩の姿を今に伝える貴重な資料である。

本市が所有している松平家関係の資料と共に近世前橋にかかる大和守家の藩主の姿を窺える重要な美術工

芸資料である。

2 前橋市指定重要文化財松平大和守直矩書写

紺紙金泥妙法蓮華経提婆達多品
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所 在 地 前橋市朝日町四丁目 33番 13号 孝顕寺

所有者及び管理者 孝顕寺

概要

この紺紙金泥「妙法連華経提婆達多品jは、松平大和守家第2代直矩により正室駒子の十三回忌に際し、

法華経提婆達多品 第十二の教えのもと、無事に駒子が成仏できるよう祈願(女人成仏)し、紺紙に金泥

で法華経の写経を行い、菩提寺である孝顕寺へ奉納されたものとされる。

直矩は、万治3年 (1660年) 4月22日に伯父の松平直政の女 1)駒子」と結婚。しかしながら結婚

生活は長く続かず、駒子は3年後の寛文3年 (1663年)1月29日に没する。江戸芝惣泉寺に葬られ、

法号は、樹芳院殿花屋理春大姉。その後、直矩は姫路へ転封となる。過酷なまでの引越しゃお家騒動(越

後騒動)など、多難な生涯の中で最も安らいだ時期がこの頃ではないだろうか。この提婆達多品を奉納し

た6年後、越後騒動に見舞われ、閉門格下げとなり 15万石から 7万石まで石高も落とされ、回復するま

で長く苦難の日々となる。

現存している「松平大和守日記」には、正室駒子の一周忌、三回忌法要が執り行われている様子が記載

されている。

一周忌に係る記述として寛文4年 1月27日の条に「同日 昼より於孝顕寺、樹芳院殿一周忌之法事執

行之、東堂六人、惣出家五十人也、・・・」とあり、「わかれつる月ニハなれと其時の影さへなきの春の曙Jと

直矩による追善の歌が詠まれている。その外7首がさらに加えて詠まれている。

三回忌の法要に係る記述では寛文5年 1月27日の条に「同廿七日 朝曇、少々雪降、昼晴、今日ヨリ

於端場惣泉寺、三回忌之法事云付ニ付テ、小前原、根村、安福…」とあり、さらに 29日の条に「同廿九
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日 終日雨天、卯の中刻橋場惣泉寺参、羽州殿御裏方に懸御目、昨日曹観音経井我作一巻仏段ニ置度由云、

為進上・・・・・・」としてあり、この後に追善の言葉と 6首歌が詠まれている。

一周忌、三周忌以後の法事の様子については、日記が欠損しているため刑問、はできなかったが、本件、妙

法蓮華経提婆達多品は、直矩により亡き正室駒子へ思いを込めて孝顕寺へ奉納されたものと考えられるもの

である。本件の「政文j の部分には法華経提婆達多品を奉納した理由背景が「正室駒子がこの法華経の提婆

達多品 第十二の教えにより極楽において悟りを聞き、成仏されることを願う」と切実に綴られている。さ

らに経本の巻末に直矩直筆と思われる歌が次の通り添えてある。

花ちりしむかしのあとを十とせに

あまりてみつのゆめは さめけり

本件は、平成11年度に前橋市文化財調査委員による孝顕寺調査の中で作られた目録に記載されていたが、

妙法蓮華経揖婆達多品自体への詳細調査は行なわれていなかった。そこで平成24年度の前橋市粕川歴史民

俗資料館における展示を機に、美術工芸の観点から専門家による調査を実施した。その調査において、「紺紙

金泥妙法蓮華経提婆達多品j が松平直矩により延宝三年 (1675年)に書写された一巻として貴重な資料

であることが判明した。

このようなことから、資料の重要性や現況から艦み、今後、貴重な文化財の保存に万全を期すためにも、

重要文化財指定を行し、保護を図る必要性が極めて高い物件であると考える。

[ 指 定 理 由]

本市の近世の歴史を辿る上で、重要な存在である「松平大和守家Jに由来するものであり、紺紙に金泥で

写経を行なう豪華さは当時の大名の姿をよく伝えている。

本市が所有している松平家関係の資料と共に近世前橋にかかる大和守家の藩主の姿を窺える重要な美術工

芸資料である。

3 前橋市指定重要有形民俗文化財 平和町(旧向町)雷電神社の山車

所在地

所有者及び管理者

前橋市平和町一丁目 8番 1号雷電神杜杜務所山車庫

雷電神社氏子会
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概要

本件は、江戸重層型山車の流れを汲む江戸時代末の山車であり、雷電神社の祭礼の際には常に引き出され

たもので、現在も、祭礼時には町民を中心にした氏子により平和町内を引廻されている。市内に現存する山

車としては、最古のものである。

前橋の祇園祭礼は、 17 1 6年頃から途中中断はあるものの江戸時代末まで毎年行なわれ、旧市23町(後

に18町)が山車(飾り屋台)や踊り舞台(芸屋台)等を繰り出し、絢;欄豪華な「おねりJを行なった。そ

の様子は祇園祭礼絵巻(宝暦3年 (1753年)、文政 11年 (1828年) 前橋市指定重要文化財前橋

市立図書館蔵)や前橋町々祭礼行列絵図(寛政 10年 (17 9 8年) 県立歴史博物館蔵)に描かれている。

平和町は、町名変更前(昭和40年""'-'41年)は向町と呼ばれ、祇園祭礼には途中離脱はあるものの山車(飾

り屋台)や踊り屋台(芸屋台)を出していた。

本件の山車については、平成20年 10月に前橋市文化財調査委員による調査を実施した。その際、欄間

飾りの裏面に墨書が確認され、赤外線調査の結果、「横地七右ヱ門j他約20名(組頭及び大工等)の名前が

確認された。「横地七右ヱ門」は、前橋市史(第6巻)や「向町御用日記J(横地家文書前橋市立図書館)

の記録によると天保14年 (1843年)から盛応3年 (1867年)まで向町の名主を勤めたとされ、同

じく記載されている組頭の横地兵太夫は安政元年に岩神村へ名主として異動したことが知れる。(松平記録第

26巻安政元年申寅 (18 54年) 1 2月27日の条)これらのことから墨書の町役人の面々が揃う時

期は遅くも安政元年と考えられ、本件の山車の完成はそのころまでには完成していたことが推測された。

これらの状況を受け、山車の重要性を鑑み、平成24年度まで「市内文化財調査J(平成21年 1月、平成

2 1年8月)、「市内山車屋台調査J(平成22年度~平成24年度)として継続調査することとなった。調査

は群馬県内の山車屋台の調査で精力的に活動する日本工業大学黒津高行教授の指導の下、前橋市内に現存す

る江戸・明治期の山車・屋台の調査を実施した。

調査では、準備調査として『祇園祭と山車・屋台調査報告書j (群馬県教育委員会文化財保謎静、昭和5

1年3月)を基に現地の確認、絞りこみを行い、最終的に 11地域の 22基について実地調査を行うことと

した。実地調査では、 22基の建築の様式や改変の痕跡、欄間飾りなど細かにデータ収集を行い、最終的に、

年代確定、現状及び復元図面を作成した。

これら一連の調査の中で本件の山車は、車体の上に床を乗せ、鉾台の形状は六角形で、鉾台を二重に重ね

る点に特徴があることがわかった。さらに当初の山車の姿は、江戸山王祭りの古い山車の姿である二輪で牛

が曳く形式の山車とも共通する特徴を持つことも明らかになったO これらのことにより本件が江戸重層型の

山車であり、時代的にも江戸時代のものであることが構造的にも高信認された。

平成20、21年度に実施された調査結果と「市内山車屋台調査J(平成22年度~平成24年度)におい

て碓認がされた欄間飾りの墨書などから、本件は、祇園祭礼の屋台の伝統を持つ向町が雷電神社の付祭りと

して、本件山車を安政元年頃までに完成させたと考えられる。

以上の調査経過から、本件山車については、以下の 3点が特筆すべき事柄として挙げられる。

①制作時期が判明し、かっ幕末まで、遡る山車の事例は極めて少なく前橋市域には他に現存していない。

②関東に展開する山車や屋台の建築技術の特質を探る上でも興味深い対象であり、生きた歴史資料で

ある。

③本件は今後の街づくりを考える上でも魅力的で有用な資料を提供する存在である。祭礼時における

文化的環境を「後世に伝えるべき物件j として貴重な地域文化財である。

このようなことから、本資料の重要性に鑑み、今後、貴重な文化財の保存に万全を期すためにも、重要有

形民俗文化財指定を行い、保護を図る必要性が極めて高い物件であると考える。

[指定理由]

幕末期の山車であり、市内に現存するものとしては、最古の山車である。江戸型山車の流れを表す重層型

の六角の鉾台など特徴部分の保存状況がよく、当時の山車屋台制作様式を今に伝える貴重なものである。

本市が所有してきた近世前橋に関する資料と共に、前橋の町方の文化的環境を窺い知ることができる重要

な資料である。
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第3章文化財保護事業

1 保護管理運営事業

(1) 固有文化財管理

文部科学省(文化庁)が所有する、固有文化財天川二子

山古墳と総社二子山古墳の2箇所について、自治会役員

等を固有文化~看視人として委託し、見回り看視、清掃

等の日常管理を実施した。また、同古墳の除草等につい

ては、天川二子山古墳は前橋市シノレバー人材センターに

業務委託し、 総社二子山古墳は地元の総宇品也区史跡愛存

会に業務委託のうえ、6月下旬と 9月の計2回実施した。

(2) 国・県・市指定文化財管理

今年度実施したし指定文化財の手重別及び名称の修正

による種別間の文化財異動と新指定を加えた平成25

年3月末日現在の指定文化財の数は、以下一覧表の通り

である。

指定名称 国指定 県指定 市指定 合計

重要文化財 5 40 140 185 

史 跡 11 12 45 68 

無形文化財 。 。 。。
有形民俗文化財 。 。 24 24 

無形民俗文化財 。 2 21 23 

天然記念物 2 3 13 18 

名 勝 。 。
dロ:.. 計 18 58 243 319 

登録有形文化財 21 ~ ~ 21 

登録有形民俗文 / / 化財

重要美術品 8 ~ ~ 8 

①史跡等の除草及び竹片付け

市が管理する史跡等について、地元自治会、シノレバ

ー人材センター及び業者に委託し、環境美化に努めた。
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除草業務一覧表

史跡名 区分 所在地 除草(rr両f)積

1 it!原山古墳 市指定 山王町1-28-3 4，968 

2 金冠塚古墳 市指定 山王町1-13-3 4，814 

3 今井神社古墳 市指定 今井町818 4，624 

4 本橋門跡 市指定 大手町2-5-3 750 

天神山古墳 県指定
広瀬町一丁目

5 730 
27-7 

八幡山古墳 国指定
朝倉町四丁目

6 20，000 
9-3 

蛇穴山古墳隣
国指定

総社i'~t$社
7 5，674 

接地 1587-2 

8 宝刀山古墳 国指定 総社11晴樹土1606 2，204 

9 女堀 目指定
富田宮・東・飯大室・
二之 土井 59，986 
他

不三山古墳 市指定
文京町三丁目

10 1， 142 
151-6 

荒砥不二山古
県指定

西大室町813-2
11 2， 700 

墳 他

12 大胡城跡 県指定
河創原醐浜地町660-1 24，934 

660-31， 32 
3， 700 

13 堀越古墳 県指定 堀越町861-1 582 

14 大日塚古墳 市指定 玉代町214 1， 124 

総社古墳隣接
総f胡直野 365-215 792 

地

138， 724 

0国指定史跡女堀二之宮町353-2地内の竹片付け

実施期間平成24年5月14日""'6月30日

関血場所 女堀東沼 1680rrf 

②樹木管理

台風により総社二子古桜1本伐採、八幡山古墳

境松の倒木2本、遠見山古協和ド 1本側采、中二子

古横1J.，;f酋1本、女堀の西沼北等の菊定 12月 車橋門

伐採 1本選定3本・ 1月 堀越古墳伐採6本作業

を行ったの



③その他の環境整備

ア.市が管理している史跡等について、 職員の見廻

り巡視を行い、見学路・ 景組側聞品のためゴミ拾い

とともに、折枝や枯木の発見に努めた。

イ.市が直接管理する目指定史跡4ヶ所の樹木に発

生する害虫アメリカシロヒトリの防除を行なう

ため、オルトランカフoセノレ(t抄ド注入型l殺虫剤)の

樹幹注入を職員により実施した。

0実施日平成24年6月 19、20日

O 実施場所

①天川二子山古墳電総社二子山古境窃宝塔山

古墳④蛇穴山古墳⑤富士見文化財l開誕E
O剛司轍 83本(玉ヶ所合計)

ウ.市が管理している、国指定史跡の女堀二之宮町

地区の急イL爾4を除く東沼・西沼全体に生えている

竹に除草剤の竹稗注入を行し 1竹の枯死を計ったO

0実施 日 9月3日""'-'9月28日(10日間)

O 実施場所 国指定史跡女堀二之宮町地

区竹得注入木数およそ 700本。

枯死した竹(西沼北)

エ. 本年は、蜜蜂・ススメパチが発生をしたため

時沢小学校他4件の駆除を行った。

(3) 文化財の保護

① 文化財パトローノレ

市内を 10地区に分け、各地区に文化財保誰指導

員を配置して、指定文化財の管理状況の把握に努め

た。報告は月 1度割買の提出をお願いし、その報告

の内容により、除草や倒木や説明板等の対処をした。

また、その報告書は、文化財の状況をABCDで評

価している。平成24年度は、 2人が退任し、新た

に2人の指導員を委嘱した。

第1回会議は、 4月27日(金)に行った。平成

24年度事潮見要・事業計画及び平成23年度文化

財パトローバ陪のまとめを報告し、説明板の闘員

状況や文化財の管理状況・樹木の伐採など文化財保

護の率直な意見交換をした。
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そして、文化財保誰指噂員の資質の向上を図るた

めに、 1 1月 15日(木)に県外研修を実施した。

今回は、府中市・小金井市方面で、大国魂神社・ふ

るさと府中歴史館、江戸東京たてもの園を能登文化

財挫備指導員の案内で訪問した。大国魂神社の宝物

殿や武雄国の国府跡、たてもの園では文化的価値の

高い歴史的建造物を見学した。指導員の知識習得に

多大な成果を収めることができた。

現地見学の様子

②文化財防火訓練及明坊火査察

ア防火査察

第59回文化財防火デーにより、 41件の文化

財査察対象物に対して9習I編成を組み、 前橋市消

防局(各消防署)及。糊東京電力等と協力して、合

同立入査察を実施した。

査察の様子

0平成25年 1月23日(水)

(1班中央消防署 :5施設 9 : 30""'-') 

臨江閣本館、茶室、 551胞官、 前橋欄 公平家奉糊包

装束一式(東照宮)、前橋藩松平大和守家記録

(405冊)、酒井家史料(129点)前橋祇園祭礼絵巻

(2巻) (市立図書描)、 封鎖 (妙安寺)、

神明宮の甲胃・奈良三彩(総合教育プラザ)

(2班中央消防署 :4施設 13: 30""'-') 

旧蚕糸剖験場事務棟、 東福寺鰐口、上泉郷蔵附

上泉文書・上泉の獅子舞、石造薬師三尊立像(宝

禅寺如意寺)

(8班北消防署 :2施設 9: 3 0""'-') 



日輪寺寛永の絵馬十一面観音像、鉄造阿弥陀如

来坐像(善勝寺)※前橋藩家老小河原左宮の甲

胃附旗整助(紺糸威二糊同具足)は都合っかず。

(9班北消防署 :5施設 1 3 : 30"'-') 

E腕月寺の板碑と多宝塔、横室の臥舞伎衣装、萩

林庵の阿弥陀像、原西の阿弥陀像、時津の仁王

と多宝塔(安楽寺)

0平成25年1月24日(木)

(6班南消防署 :2施設 9 : 3 0"'-') 

駒形町午頭天王の獅子頭一対、円満寺薬師如来

座像(※円満寺は1月25日実施)

(5班西消防署 :4施設 3 : 3 0"'-') 

光厳寺薬医門・打敷・油単並びに幡、上接持浩社

神担:本殿他、程織寺懸仏・麻本著色両界憂茶綿

一対、大徳寺総門・多宝塔油単並びに幡

(7班南消防署 :6施設 9 : 3 0"'-') 

旧アメリカンボード宣捌市館(共愛学園)、慈照

院千手観音座像、 二宮赤城神位絵馬・喫鎚・納

曽利面、無量舜寺地蔵菩薩立像・無量寿寺十一

面観世音立像、産者榊社本殿・幣晶可手殿神門及

び境内地他、旧関根家住宅、

O平成25年1月25日(釦

(3羽原消防署 :6施設 9 : 3 0"'-') 

五十山薬師知来十二神将(堀越町堀下自治会)

旧部制中社の宝物・堀越掛鉾台下座一対(金蔵

院)、大胡神社の算額、阿久沢家住宅、諏訪神

社歌舞伎舞台他、金剛寺十一面観音木像他、

(4班東消防署 :5施設 13:30"'-') 

狂歌合の額他(住吉神社)、 三夜沢府劇中社:本

殿内宮殿他、木造十一面観音立像、三番盟かし

ら対附属古文書、近戸神社御興地

イ 文化財防火訓練

平成25年1月27日(日)日輪寺町の日輪寺

において、防火訓練予定であったが、当日、災害

が発生したため、中止となった。

③寄附の受入

平成24年度は、以下7件の貴重な文化財資料等を

受け入れた。

。徳UII家斉御内書・前橋魚鳥市場着Ij設資料等一式

Oひな人形一体(江戸時代末期の大名雛、伝前橋帯

主松平直克より拝領)

0ひな人形親王飾り(明治15年頃)

Oオルガン(昭和初期)

0元国立原蚕糸穂製造所 前橋支所内写真

。明治前期測量フランス式彩色地図迅速測図

復刻版

0近代蚕糸業関係資事ト式(特許書類、レッテル等)

徳川|家斉御内書

ひな人形

(4) 刀剣の製作承認及ひ~有刀剣の管理

①刀剣の製作承認

市内在仕の高橋|宣厳氏から 9は(太刀 2、刀 2、

短万 5)の承認申請があり、すべてを承認した。

承認後は県公安委員会及び県教育委員会文化財

保護課へ、承認した旨を通知した。

②刀剣の手入れ

本市が寄附受入を行った刀剣を、良好な状

態で保存するため、専門的な技術者による手入れ

を行っている。今年度も例年通り、 9月と 2月の

2回実施した。

対象刀剣類は7種52口。今年度は、錆のある

ものなど、別途委託を要するものは見受けられな

かったO

刀剣手対もの様子

10 -



③所有刀剣の白鞘・制(はばき)作成

咋年度個人より寄贈いただいた脇差、直江志

津の保管のため、白糊及び鋼の作成を委託した。

完成後

④指定文化財の現状変更について

今年度の現状変更は、国指定文化財2件、県指

定文化財4件、市指定文化財1件で、あったo

詳細は一覧の通り。

平副Ij 指定名称 内容

国史 女堀 台風 12号により生じた地

割れの復旧(法留柵設置)

工事

国史 八幡山古墳 北側外柵建替え

市天 総社神社の社叢 平成24年9月3日に枯死に

けやき 6本 より倒木の危険が生じた指

定砂ド l本の伐採除却を行

った。これにより社叢けや

きの員故は、 6本から 5本

になり、指定名称も「総社

神社の杜叢ケヤキJと修正

された。

県重 旧蚕糸試験場事 アラームセンダ等(警備機

務棟 一 棟 器)の設置、窓ガラス交換

県重 臨江閣木儲茶室 二階平瓦の葺き直し

二棟付棟札二枚

県史 前橋天神山古墳 階段外側の石積みの積みな

おし

県天 時沢の夫婦マツ 嗣査のための検体探集とア

カマツの養生措置

⑤重要文化財阿久択家住宅の公有化

阿久沢家住宅は、北関東地方の平地における古民家

の好例として、国の指定を受けた建造物である。

本住宅の所有者は個人であり、所有者側は維持管理

を行っていく上で、経済的に負担が大きく、公共団体に

よる買上を望んでいた。また建物の老朽化が進んで、お

り、その改修費用も多額になると見込まれ、旧所有者

の経済状況では、その負担は難しく、文化財の滅失

につながる恐れがあった。

このため、文化財としての適切な保存・管理を図

るとともに、市民の歴史学習の場として市民の文化

財への理解を深め、後世に伝えていくことを目的と

して、国庫及び県費の補助を受けて阿久沢家住宅の

所在する敷地の公有地化を行った。また南側に閥妾

する土地については、進入路やポンプ室等の防災設

備等の用地として市費で取得した。

なお、阿久沢家住宅、同管思|束、防災設備一式に

ついては、旧所有者からの寄附の申出を受けて公有

化した。

土地及び建物の取得後は、老朽化した建物本体の

改修や周辺県噴の整備を実施して、本来の歴史的景

観を復元するとともに、駐司場やトイレ等の周辺施

設の整備を行って、更なる活用を促進する予定であ

る。平成24年度は屋敷林の間伐を実施した。今後

予定している劉聞事業を有効且つ円滑に行うため、

有ヂ成者らによる阿久沢家住宅駒市委員会を設立し、

平成25年 1月 21日に第1回の会議を開催した。

(5) 前橋市蚕糸記念館の管理・活用

県指定重要文化財である旧蚕糸試験場事務練を敷

島公園のこの場所に解体移築し、昭和 57年4月に

前橋市蚕糸記合識として一般公開した。日常管理を

前崎市シノレバー人材センターに委託している。この

ほかに管理業務では、消防設備保守点検、樋及び周

辺情捕業務を委託している。

建物内に4つの展示室(①開所当時の様子を示す

資料②はき立てから繭出荷までの養蚕具③上州島操

器をはじめとして製糸業に用いる用具器械@機織り

機や養蚕信仰の資料)を設けて資料を展示し、蚕糸業

とともに歩んできた前橋の近代化を偲ぶ記念館とし

て公開している。

本年度は、春のばら固まつり、秋のパラフェスタ

の開催により、ゴールデ、ンウィークから団体客が多

数~~fi官し、 5 ， 606人の見学者があった。また、

ばら固まつり、パラフェスタの期間中、富岡製糸場

世界遺産伝道師協会の協力を得て庖繰り・桑の木ク

ラフト体験コーナーを設けた。今年は、春lこ4回、

唱
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秋に3回行ったO 春・秋合わせて 301人が鹿繰り

体験を楽しみ、自分で挽いて採った糸はお土産とし

てプレゼントした。

また、桑の木クラフト体験は、 507人が参加し

存分に楽しんだ。

庖操り、桑の木クラフト体験の様子

(6) 総社資事同富の管理・活用

平成24年度の開館日数は254日、来館者数は

4， 785人で平均的な目安となる 5千人を割り込

む状況で、あった。来館者l刻、判;交による学校単位で

の利用によるものが中心で、天狗岩用水や昔の道具

の学習、さらには古墳の見学を目的として、 3，3 

23人が訪れた。また近隣の市外小判交からの見学

申込みもあり、地域で認釦されていることが窺える。

秋元歴史まつりは、武智行列の実施されない年で

あるため、総t:l:i也区文化祭の一環として関連事業を

実施した。主に造物の展示、資料館説明員による総

ネ土地区史朗案内を行なう。また例年のとおり、富岡

製糸場世界勤韮伝道師協会による 「座繰り体験教室J

も実施した。今回は、今まで北蔵で実施していた鎧

の試着体験と記企撮影が、新しくなった総社公民館

での実施となるなどイベントとの相乗効果が薄れ、

全体的なλ揚者数に影響したと見られ、今後は展示

面などで駐肋を増していく必要もある

3月には説明員研修を実施した。今回は太田市の

文化財や関連施設を学ぶ機会とし、金山城ガイダ

ンス施設・高山彦)L郎記念館 ・大隅俊平美術官・

活関荷神社・縁切守備徳寺資料館・新田荘歴史資

料館・世良国東照宮を見学した。文化財的な資料

や展示物の説明・解説の方法など、参考にできる

点が多かったと思われる。

前年度より小学3年生の民具関連の見学が増えた

ことから、西倉の展示品の整理やキャフ。ション等の

充実が、当面の課題となっている。

また、年度当初の学校への案内、また資事出直・来館者

用にパンフレットを用意しており、年度末に 1，0 

00部刷した。

秋元まつり(史跡めぐり)

説明員研{倒見察(太田市:高山彦九郎記念館)

(7) 前橋市粕川歴史民俗資料館の管理・活用

粕川|歴史時矢資料館は、大胡、宮城、粕川地区など

の赤城南麓地域の歴史や民俗が学習できる施設とし

て活用している。今年度は1回の企画展を開催し多く

の市民に関心を持っていただくことをねらった。開館

日数は 189日入場者数合計l， 684人を数えた。

企画劇見要

特別企画展「藩主の肖像J

群馬県重要文化財指践捻特別展として、歴代前橋藩

主の肖像を一挙に公開します。
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特別公開: W松平大和守家帯主画像~ w前橋帯松平大

和守家融制

※原品の展示は 11月4日まで、以降はパネル

の展示となります。

展示期間:平成24年9月29日から平成25年2月

3日まで開館は2月 11日

(8) 前橋市粕川出土文化財管理センターの

管理・活用

施設は無人となる。

施設内の機械普怖、村苛物昇聞幾、浄イ七糟点検等は、

業務委託により引き続き管理を行っている。

(9) 大室公園史跡の管理・活用

一般公開している大室古墳群にっし、て、史跡の日常

管理を行うにあたり、石室入口の鍵開聞や出土造物を

復元展示した史跡の保守・点検・清掃等を行う者を地

元から選出して、史跡管理業務を委託した。

群馬県内外から多くの見学者が訪れる公園内の古

墳群であることから、市民ボランティア「古墳の語り

部」が史跡案内等を行なっている。

6月 13日に開催された大室イベントでは、富岡製

糸場世界遺産伝道師協会伝道師による座操の体験を

行い、多くの参加者を集めた。

(ア)管理業務実施日は以下のとおりである。

4月から 11月まで:月曜日を除く毎日。

1 2月から 3月まで:土・日・祝日。

前二子、後二子石室鍵開け午前9: 00 

前二子、後二子石室鍵閉め午後4:00

(イ)点検場所

1.前二子古墳 2.中二子古墳 3.後二子古墳

4.付小古墳※清掃は石室開閉時に実施している。

(ウ)年末年女齢ド業

1 2月27日(月)から 1月4日(火)まで

(10) 大室公園民家園の管理・活用

民家園は劇醍型民家保存会という地元の組織に管

理運営を委託している。

平成24年度開館日数は246日、民家園来園者数

は記帳者の確認だけで3，405人となっている。 6月

1 3日に開催された大室イベントではふかし鰻頭

の体験が開催された。

また、古墳の語り部による勾玉作りが、 8月6日

(土)開催されおよそ 30人が参加した。

(11) 臨江閣の管理・活用

平成20年度から臨江閣の管理活用は、生涯学習

融から文化財保謹説へ替わった。それまで臨江閣は

中央公民館の別館として利用されていた。明治時代
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に建てられ指定文化財になっている建物の保誰と文

化財としての普及活用を主眼としたため、所管換え

が行われた。

日常管理については、管理人を2名常駐させ、館

内外の清掃と見学者の受付を行ったoこの管理人は、

育情喬市シルバー人材センターへ委託した。この他に管

理業務の委託では、機臥劉Hi業務、消防設備保守点

検、雨樋及び屋崎清掃を業者委託した。なお、庭内

の樹木は、公園管理事務所へ管理の依頼をしてし、る。

また、管理人・消防設備点検業者を呼んで、 10月

と3月に消防訓練を行った。 3月の訓練では、消防署

隊員にも立会っていただ、き、訓練を行ったo

施設の活用では、展示室で「前橋空襲と都市の復

興」を8月まで、 9月以降は「臨江閣と近代前橋のあ

ゆみ」を開催している。

イベントは、お茶会を中心に生花、百人一首大会、

時演会等さまざまな文化的行事が行われた。また、今

年はCM・ドラマ慌影などにも利用された。

見学会は、春、秋を中心に判交関係の学習見学や各

種団体の視察見学が頻繁にあった。

撮影は、結婚企画会担沖写真髄が中心に結婚衣装・

七五三・成人式写真等の写真撮影が行われ、 1年通し

て頻繁に利用された。今年は、記念写真の撮影場所と

して広く認知されてきており、昨年に比べるとかなり

増えてきている。

2"-'4月には、市民の寄贈による雛人形を展示し好

評を博した。

最後に臨江閣への平成24年度の入場者数である

が、利用・見学・写真蝿影など、 24，556人で昨

年より 6，521人増加した。

保全イ彦鹿では、本館二|階屋根瓦の補修工事を行ったO

また、台風によりに本館二階の窓jて枠が破損したため、

新規に制寸辛を作製し施設の保全に努めた。

パンフレットについては4，000部増刷した。ま

た、新しく団体見学者用のパンフレットを600部作

成した。

鮒人形の展示



2 整備事業

(1) 前幡市臨江閣整備委員会

臨江閣を末長く保存整備し、積極的な利活用を

図ってし、かなけならない。そのため、本市を代表

する近代和風建造物で、ある臨江閣の整備について、

文化財f精盤、建造物調査、整備工事等の専門的な

見地から検討し、協議を行う。

①第3目前橋市臨江閣整備委員会

ア 開催日及。司会場

平成24年8月 1日

前橋市役所3階32会議室

イ出席者

(委員) 梅津委員長、村田委員、松野委員、

樽主|二委員、

(オT'.f-ハ、、一)群馬県文化財保君主j諜斉藤指導主事

(事務局) 関口管理部長、根岸教育施設課長、

公園管理事務所上野維持管理係長、

文化財保護課

ウ内容

事務局より①臨江閣保存計画②これまでの

経過③今後の予定を説明し、その内容につい

て協議・t師三Iを行った。

主な意見

・臨江閣は文化財の価値を損なわない範囲で

の利活用を図る。

-舞台は当初どうなっていたのかを検証のう

え、委員会で対応を協議する。

-保存計画管理では何年を基準に彼原するの

かを決める。

-本館、茶室の盤備については、群馬県と協

議をする。

②第4目前橋市臨江閣整備委員会

ア 開催日時及。司会場

平成25年2月20日

中央公民館56学習室

イ 出 席 者

(委員)梅津署員長、村田委員、内田委員、

松野委員、樽卦ニ委員

(事務局〉育田公開管理専時野庁長、文化財

保百貨rrJl!

ウ内容

事務局より①臨江閣保存計画②今後の予定

についての説明があり、その内容について協

議・検討を行った。

主な意見

-舞台は撤去し、 180畳の大広間に戻し、

仮設の舞台仙台)を作梨する。
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-階段に障害用のリフトを設置する。

-渡り廊下の下の階段をスロープlこする。

第2回駒市委員会の様子

(2)保存修理事業

① 臨江閣保相官理事業

平成22年度から 3年計画で本館と茶室の保

存修理を行った。 3年目の今年は本館二階屋根

瓦等補修工事を行った。工事は平葺き部軒瓦1

枚目及び2枚目までを残し、一且全て瓦を解体

し、横方向のズレ防止のため、横桟を追加し、

縦方向にも桟を打ち、瓦すべて釘留めした。

ア工事嚇要

仮説工事

本工事

屋根桶工事

解体工事

イ事業費 4，201，500円

(市鞘蛸)

②上野総社桝土保存修理事業

<本殿>

本殿屋根のこけら葺きの損耗が顕著であるこ

とや壁画の剥落等の劣化が生じていることから

補修を行うもので、 5年計画事業の4年目であ

る。

ア工事概要

仮設工事、屋根工事、塗装工事、金具工事

イ事業費 16，402，000円

(内訳)

県補酌金 11，481，000円

市負担金 2.460.000円

<拝殿>

棟の銅版が剥がれ蒋下した箇所があり、下地

となる木部についても腐朽・劣化がみられ、銅

版をとめている釘が効いていない可能性がある。

棟の銅板が落下し穴から雨漏りを生じさせるお

それがあるため棟の補修工事を行った。



ア工事被要

仮設工事、解体工事、木工事、板金工事

イ事業費 3，150，000円

(内訳)

市補助金 1，575，000円

③ 総宇土ヰ料土祖裁けやき樹木診断業務

杜叢けやき一本の根の部分が脆くなっており、

樹木の状態をしっかり把握する必要があるためレ

ジストグラフ診断を行った。

事業費 36， 750円

(市単独費)

(3) その他史跡に関わる保存修理事業

①八幡山古悌怖旧制彦工事

外柵が経年劣化により腐食、折損の箇所がある

ため、 2~3年計画で補修を行うものである。

今年度は、北側及び北西の一部の外柵 136.7mを

新設した。

事業費 1，806，000円

(市首割虫費)

②天神山古墳石垣補修工事について

指定地内に設置された階段外面の石積みが、経

年劣化により目地が緩んだことにより、積んでい

た石の崩落が生じているため、史跡の保全及び周

囲の安全確保のため石積みの改修工事を実施し

た。実施方法は階段外面の石積み約 20rrfをいっ

たん撤去した後に再闘賞みなおし、石の接触箇所

はボンドにより接着し、空隙はモルタルによる問

詰めを行った。

工期は平成24年 12月 10日~平成25年2

月 15日で、総事業費は924，000円である。

その他の簡易修繕

修繕名

蚕糸記念館ガラス{的苦

大胡城跡階段脇水路{!師善

一円
一円

額
一町

一閃

金
一肌
一回

臨江閣本館二階建、外1判断普 98，910円

女堀立ち入り禁止.t-lIH殻置 66， 150円

蚕糸記念館消防用設備等修繕 99， 750円

臨江閣別館ブレーカー修繕 53， 130円

亀塚山古境外棚修繕 99，823円

臨江閣門扉修繕 99， 750円

(4) 文化財めぐり等案内板の樹首

①市指定文化財説明板等の建替等

劣化により読めなくなった箇所の説明板の

建替・書替、標柱の書替を行った。

ア工事覗要

江田鏡神社の~M汗舞、石田玄圭の墓、野

良ブく獅子舞、牧野家墓地、宿の平の宝塔、

宇通遺跡、|日小暮ーの烏居、山王の宝塔、

カロウト山古墳の説明板の建替(教育振

興基金により執行)

石田玄圭の墓、山王の宝塔、野良ブ司師子

製酔票柱の建替

イ事業費 2，551，500円

3 普及事業

(1) 前橋市・高崎市連携文化財展

前橋・高崎連携文化活用事業として、両市

の所有する文化財を広く紹介することによ

り、文化財の共有化と市民相互の文化意識

の向上や、文化財への理解に寄与すること

を目的として、文化財展「東国千年の都」

を開催した。また今年度は、 最新の発掘調

査成果を分かりやすく市民の方に伝えるこ

とを目的として、両市それぞれで誼跡報告

会を開催した。

①展示テーマ

テーマ 1Wパワースポットへょうこそ!

古墳時代の祈りのかたち-j

古墳時代の祭杷遺跡にスポットを当て、両

F
h
u
 

噌

E
A



市における古墳時代の祭記述跡やその出土品を

通じて、当時の人々の祈りやE晶 、について考え

る構成とした。本展示では祭杷に用いられた出

土品を集成し、祭記形態ごとに展示を行った。

テーマIIW発見されたタカラモノ一新発見!

前橋・高崎の発掘調査速報』

前橋・高崎両市で近年実施された発掘調査の

成果を通じて、文イ七財への瑚平を深める構成と

した。

②期日・会場

・前橋会場平成25年 1月9日'"'-'1 5日

前橋プラザ元気21 1階にぎわいホール

・高崎会場平成25年 1月 19日'"'-'28日

高崎シティギャラリー 2階第6展示室

③ 開催結果

来場者数は総計3，803人で、うち前橋会場

は2，614人だ、った。また前橋会場で、のアンケ

ート結果では、この文化財展の感想として「おも

しろし¥J93. 1 %、「興味深い企画だJ9 O. 2%、

「展示されていた遺跡を訪ねてみたいJ83. 9%、

「もっと続けてほしいJ85. 1% (回答者17 

4人)と好評を得た。

頂き、盛大に開催することができた。

さらに、マスコミ各社の後援協ノJを頂き、広報

情動も積極的に行った。 G正べ550名入場)大会全

体の所要時間は、各出演団体の協力により、ほぼ

時間通りに進めることができた。今後も、より充

実した大会を目指し、工夫と努力を重ねたい。

郷土芸能の名称 保存会名 所在地

御霊神社 御霊神社保存会 粕川町

太々神楽 女視l
若一瞬子 若宮町一丁目 若宮町

おl雌引呆存会 一丁目

大八木町 大八木間報訪紳社 両崎市

部訪神ヰjヨ師子餌: 獅I子邦保存会 大八木町

大友町百万遍 大友町百万遍 大友町

念仏供養 保存会

立石部訪神社 立石諏訪神社 総社町

の獅子舞 覇市子邦保有会 植野

公演の一場面

(3) 普及啓発

(2) 第40回前橋市郷土芸能大会

①日時平成24年 11月 17日(土)

②会場前橋市民文化会館小ホーノレ

③内容

前橋市内から出演の4団体に近隣市町村からの

招待団体を加えた計5団体の公演を行ったU

近隣市町村からの招待は、団体同士の交流と

研鏑を目的に始められ'恒例となっているが、今回は

高崎市より、岡市指定重要無形民俗文化財

「大八木町諏訪神社獅子舞」に出演いただいた。も

う一つの恒例となっている抽選会も実施した。これ

は余興的な要素がある一方、より多くの方に来場い

ただき、最後の公演まで活気を持たせるねらいで実

施している。市内外20の企業・団体からご協賛を
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①文化財探訪

この事業は、前橋市内にある文化財キ弛設の見

学を通じて、市民の方々の生涯学習に役立て、文

化財の意蒜 ・保護管理.の大切さの開解や深めるこ

とを目的に、平成15年度より開始した。平成2

4年度は、 9月に「まえばしの古墳めぐり」と題

し、総社古1蛸 を訪問した。鮒に子山古墳、宝

塔山古墳等全5古墳をめぐった。参加者も身近に、

こんなに古墳があるとは思わなかったと感動して

いた。地元を知ることができる貴重な体験をする

ことができた。

日時平成24年 9月 28日(金)

1 3時30分'"'-'1 6時30分

案内文化財保謝揺福田主任

参加者:18名



コース:まえぱしの古墳めぐり

王山古墳→総社二子山古墳→愛宕山古墳→宝塔山古

墳→蛇穴山古墳

総社二子山古墳での見学風景

②講座前橋の 文化財

多くの文化財と歴史遺産に恵まれた前楠の魅力を広

く市民に周知すると共に、新しい前橋の歴史に触れ、

「ふるさと前橋」に興味・関心を高めるための一助と

することを目的として、「きいて・みて・ふれて・あ

るく 育1甘藷歴史探訪jふるさとの語り部講座を開催し

た。本誹座は平成23年度に続く第二回目で、本講座

で学んだ市民が、多くの他の市民や本市への来訪者に

対し、文化財解説ボランティアとしてその知識を還元

するとなるような計担主を目指し、歴史を学習する楽し

みを知ってもらう箭座とした。論座は、座学とフィー

ルドをセットとし、合計6単位12日とした。

CDr1i'Il艦内容

日時 単j首髄強 内容 i臨 講 師

大地以IJま

7月l日 れた前橋の 座学 il時躍民
前橋を掘る 歴史

7月8日
埋もれた文

E問ト 文{目脚韻朝n唱
(闘を歩く

7月2日
開制止り

座学 早剛氏
前市剛腕 立ち

7月29日
と風土

里山の自然 野外 片山献氏

朝賞、広瀬

8月19日 古購を訪 座学 右島干吠氏

出f鮒切 ねる

鵬 朝倉、広瀬
文{捌!馬鵬首

8月26日 古慨を歩 E桝
員

9月9日
間司~~'" 発掘された

座学 勝春闘氏
近U切柑高 前官拙

9月2日
前臨明朗

担問ト 臨自在主印E
を歩く

前憶の歴史

10月14日 的崩鋤に 座学 村田敬一氏

前備の歴史 ついて

側出物 開制限

10月21日 自相出品物を E抄ト 景観蜘欄t~
めぐる

11月3日
耐前の文

座学

郷土哨E史
化財

柵納の 刻間官調離島

11月11日
と文化

指紋倒 自問ト

を歩く

②開催結果

広報まえばしにて参加者を募集したところ、定

員数を超える申し込みがあり、抽選の結果参加者

数は45名、全12回ののべ参加者数は439名

であった。また参加者へのアンケート結果(回答

数 30)では、本誹座の内容について回答者の9

害IJが「興味深しリと回答しており、「やや興味深しリ

を含めるとすべての回答が興味深いとの回答が得

られた。また本市の歴史や文化を伝える活動につ

いて、 9割が「興味があるJ・「やや興味がある」

と回答しており、本講座のもう一つの目的である

解説ボランティアの養成について、次年度以降解

説ボランティア養成する講座とすることに弾みが

ついたアンケート結果と考えられる。

③ 出張授業・出前講座

0出張授業「おもしろ文化財教室I

小中学校の社会科や総合的な学習の時間などに

おいて、本課l職員が講師として授業を行うものある。

依頼を受けた、判交の担当軒市と事前打ち合わせを

行い、その中で、授業のねらいや留意点などをでき

るだけ詳細に砕語、し、児童・生徒たちにとって充実

感・達成感のある授業をめざし実施した。今年度は、

延べ11校 636名に対応した。

(働蹴要一勝)

実施日 学校名学年 実施内容(実施場

所)

4/15 滝窪小学才交 土器っくり

6年

5/31 粕)11小学校 大室古墳群解説

6年

円

i
1
i
 



6/8 広瀬小学校 土器っくり

6年

6/12 大胡小学手交 勾玉っくり

6年

6/21 下川淵小学校 勾玉っくり

6年

7/19 芳賀小学校 士蹴っくり

6年

9/20 群馬大学教育学 臨江閣・前橋公園等

部附属小学校5 前橋の歴史講義

年

1/31 滝窪小学校 むかしの道具・くら

3年 しの解説(体験学習

含む)

2/6 月田小学校 むかしの道具・くら

3年 しの解説(体験学習

含む)

2/14 大胡東小学校 むかしの道具・くら

3年 しの解説

2/27 朝倉小判交 勾玉っくり

6年

0出前諦直(生涯学習課事調

今年から「解明!古代百繭の中心「推定上野国府

跡JJを増設し、 4つの内容で誹座を実施した。状

況は以下の通り。

i. r明治のイギリス外交により見出された大室古

期昨」

希望なし

u. r古代の東国に咲いた華山王廃寺」

2団体 46名

温.解明!古代前橋の中心「推定上野国府跡j

1団体 82名

iv. r文化財のあらましと保説行政について」

2団体 30名

④職場体験学習

今年度は、 2件の依頼があった。そのうち 1件

高校からの依頼を受け入れた。

実施概要は以下の通り。

0\)/1O'"'-'\)/1~ 

桂萱中明交 第2学年 7名

010/22'"'-'10/25 

群馬県立前橋商業高等学校

第1学年 1 0名

⑤文化財資料の貸出

出版社隼からの依頼を受け、写真資料の貸し出

しを行なった。主な貸し出しは以下の通り。
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貸し出し資料 貸し出し先

権取素彦公徳、碑写真 萩博物館

データ

阿久沢家住宅写真 (社)日本木造住宅

産業協会

宝塔山古墳石室写真 読売新聞両崎支社

前橋天神山古墳全 L公財)群馬県埋蔵

景・粘土榔写真 文化財調査事業団

山王廃寺推定配置図 韓国園立扶飴文化

面等 大学

臨江閣本館写真 一般財団法人群

馬経掛可Fヲ田庁

-大室古欄昨の写真 群馬県西部県民局

-愛宕山、蛇穴山古墳、 西部行政事務所

宝塔山古墳の各写

真

(必大室古欄船開イベント 2012

平成16年度に樹首事業が終了した大室古樹坪

で、古墳めぐりや仰股活動、造物展示などを行う

ことで、士仲域と結ひ河寸し、た歴史遺障の活用促進上

文化財愛護精神の高揚を図ることを目的として、

大室古墳群公開イベント 2012r大たんけん大大室

古墳王国!Jを開催した。

①開催日平成24年6月 10日

②イベント内容

(1)体験イベント 勾玉づくり、火おこし体験、

座繰り体験、桑の木細工

(2 )古墳めぐりスタンプラリー

(3)市民ボランティア解説員「大室古墳(っか)

の語り部Jによる大室古墳群の見学会。

(4)郷土の食コーナー ふかしまんじゅう調

理{輔食

(5)観光物産品、農産物等直売

(6 )文化財保関品作成肋の頒布及び配涌

③ 開催結果

当日は好天にも恵まれ、各体験イベント参

加者合計数は2，400名を超えた。また来

場者へのアンケートを実施したところ、肯定

的な意見が多く、継続の要望も寄せられてお

り、概ね好評を得られた。



(5) 前二子古墳石室復元市民プロジェクト

大室古掬昨史跡、割前事業の完成を記念して、前

二子古墳石室出土遺物を市民ボランティアの手で

復元する「前二子古墳石室復元市民プロジェクトj

を実施している。平成18-----20年度にかけて第

1期事業として、前二子古墳出土の二回内金属器、

装身具の制作を行い、完成品を前二子古墳の石室

に納めた。平成22年度からは第2期事業として、

前二子副賞石室出土の装創頗恵若村コ金冠塚古墳出

土の金冠などを制作し、第2期事業の最終年度に

当たる今年度は、前二子古墳出土の杖形埴輪や後

二子古墳出土の馬形埴輪、その他関連する埴輪を

制作した。

06月5日-----9月2日

前橋市立図書館展示室の夏季企画展 『前二子古

墳出土品のルーツを探る~日韓の古墳と装飾土器

-----j]を開催し、平成23年度制作品を展示。

07月20日

実行委員会総会を開催。委員 10名、 監事1名，

顧問 1名を委県

08月31日-----9月 18日

広報まえばし、ホームページ等でボランティア

を募集。 36名の応募があり、 32名が参肌

010月6日

オリエンテーション開催。「大室古墳の語り部」

による古墳案内、活動内容の説明。

010月12日-----11月5日

九百噛制作ワークショップ。前半は総合教育プラ

ザを、後半は文化財保簡 果を会場として開{邑の

べ参加者数は217名(ボランティア 157名、

新子委員63名) 36点の制作品がで、きあがった

012月8日-----1月 12日

埴輪の焼成。会場は鼻毛石町一心窯。のべ参加者

数は62名。すべて良好に焼きあがった。

02月24日

埴輪制作完成記念考古学講横会を総合才酎!止会儲lこ

19 

て開催。講師は文化庁調査官和田一之輔氏に依頼し、

「前二子古墳出土の仕形埴輪の謎!と題して講演を

行った。 予~揚者数は 74名で、 9割以上の来場者か

ら「面白しリ、「興味深しリとの回答が得られ、好評

を博した

03月6日-----3月 30日

前稿市総合教育プラザ教育資料，展示室にて、企画

展 r~::l3彰埴輪の謎を探る~前二子古墳出土の杖河担直

輪から-----Jにて、平成24年度制作品を展示。

(6) 大室古墳群市民ボランティア解説員の活動

一般市民の視点に立った文化財・史跡の普及活

用を目指し、市民ボランティア解説員の会「大室

古墳(っか)の語り部jが発足し7年目となった。

ボランティアは9名、ほとんどが地元在住の市民

で活動している。

春から秋にかけての定例説明会(古墳案内)。ま

た、団体・個人から見学依頼を受けて行う案内。

他に、大室イベントへの協力。小学生の夏休み期

間にあわせて、まが玉づくり教室を開催するなど、

今年も積極的な活動を行った。定例説明会は、「広

報まえばしjや市ホームページでの広報も行い、

市民に活動をアピールしている。

また、年度末には総会を開催し、 翌年度の総括

と来年度へ向けての活動計画を検討した。さらに、

里子タ同刑|まとして、市外の史跡射梓説団体傭設)

を見学し資質向上に努めている。

①定例活動(古墳案内等)

(5月-----11月の主に第1土曜日)

9時 30分から 11時頃までを受付時間、民

家園を集合・出発場所として開催。希望者が

集まり次第、人数に応じてグループ。分けする

などして案内。一周一時間程度。

大室古墳群公開イベントや小学生の夏休み

特別教室に合わせても実施している。

見学者計 74名



②学校・一般団体等の案内

19団体へ実施

見学者 計 477名

古墳案内の様子

③研修会

市苦心bボランティア会の研修のほか、会員

で史跡や歴史施設の見学・研修を行っている。

本年度は、甘楽(笹森古墳 ・楽山園)・富岡

(富岡製糸場)・安中(箆瀬二子塚古墳)方面

を訪れ、史跡や案内の手法について学んだ。

野タト研修(富岡製糸場)

(7) 文化財保存団体への育成補助

総中t--J#J，区およてF肝J品帥』区において、ぞの蝋内に

残る文化財の説明板や標注の設置を継続的に行っ

ている団体や、市内各所で活動している郷土芸能保

存団体に補助金を交付した。

また、県指定文化財「上野鮒封申杜本殿jをはじ

め、市指定文化財「春日神社太々神楽」や「結城政

勝田f象Jに関して、参拝者や見学者の安全の確保や

文イ聞の保存と刑臓を目的として、補助事業での助

成を行った。交付・~燥団体は、以下の通りである。
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0荒砥史談会

O上佐鳥町自治会

0前橋市郷土芸能也簡協議会

O宗教?去人総祉神社

0考顕寺

O総社栗島自治会

(8) 文化財調査事業

① 山車・屋台総合調査

ア調査の目的

前橋市内に現存する江戸・明治期の山車・屋

台の調査を実施することで、貴重な山車・屋台

の状況を把握し、さらに、それらをリスト化す

る事により、今後の保存活用の資料とするため

に実施。

イ調査期間(報告書作成)

本年度は報告書作成のみ

平成24年6月 11日~平成25年 3月28日

ウ調査対象

江戸~明治期に創建された前橋市内に現存す

る山車及び屋台。

エ調査について

今年度は実調査はなく報告書作成のみとなる。

咋年度までの市内の山車屋台のデータを集約し、

「前橋市の山車屋台の調査報告吉」としてまと

められることになる。



第4章埋蔵文化財事業

1 埋蔵文化財発掘調査事業

(1)平成 24年度の発掘調査をふりかえって

1 )発掘調査事業

詳細は、平成 24年度埋蔵文化財調査事業一覧表に掲載した通りである。発掘調査業務 20

件であった。内訳は、直営事業 9、委託事業 5、民民事業 6である。発掘調査事業での調査

面積は、 20，405niで、直営 5，346ni、委託 2，916ni、民民 12，143 niで、あった。

① 上野国府跡

平成 23~27 年度までの 5 ヵ年計画で上野国府範囲確認調査を開始した。現在、元総

社蒼海地区の区画整理事業が進行中であるが、それに伴い区画整理地内に 10，000ni強

の公園の設置が計画されている。国府の中心施設である国庁跡を一日も早く発見し、公

園予定地に保存し活用する必要がある。昨年度の調査では国庁推定地 A.C案の調査を

進めたが、関連施設の発見には至らなかった。今後は、区画整理地内を探索しながら、

今までの調査を総合的に分析した観点での調査も必要と思われる。

② 元総社蒼海遺跡群(40)'"'-'(50)

(40) では住居跡 41軒、 (41) では 71軒を数える。 (40)、(41) とも鍛冶遺構が各 1

軒発見されている。また、縄文時代前期諸磯期の住居跡が両方あわせて 6軒検出された。

(43)では 4軒の住居跡を調査できたが、このうち 8世紀代の l軒は一辺が 8'"'-'9mを超

える大型のものであった。 (44)からは 8世紀前半の粘土採掘坑が発見され、 (45)からは

蒼海城の瀬下豊後屋敷東側の堀と推定されるものが発見された。 (47)では蒼海域松井屋

敷東側の堀跡が発見された。 (48)では住居跡 32軒であり、古墳時代前期の住居には人為

的な埋め戻しの状態を検出した。今回の調査では、上野国府に直接関連する遺構は検出

できなかった。

③ 安通・洞No.2遺跡

縄文時代晩期の住居跡 1軒と包含層等の調査を実施した。包含層からは石嫉 280点、

耳飾 101点のほか勾玉 2点や士偶 3点などが検出できた。

④ 朝倉工業団地遺跡群No.2'"'-'5

No.2では FA水田、 B水日と中世環濠集落である屋敷跡の検出、 No.3でも FA水田、 B水

田が検出できた。さらに前橋大空襲の焼夷弾が l本検出された。 No.4では B水田のみが

検出された。 No.5では FA水田、 B水田のほか C水田も検出でき、 FA水田の大畦が C水田

の大畦と重なることが判明した。

⑤ 六供遺跡群No.7遺跡

-Fムワ山



古墳時代中期から後期の住居跡が 12軒発掘され、腕輪状石製模造品も出土している。

また、八幡宮の参道側溝と思われる近世の溝も検出された。

⑥ 上佐鳥中原前E遺跡

B水田の調査を実施したところ、水口や稲株痕の窪みが検出できた。

⑦ 前箱田村西E遺跡

B 水田の調査を実施したところ、群馬県史通史編 2に示された大畦畔が検出された。

2)遺跡台帳整備事業

平成 15年から開始された遺跡地図作成作業も A3版総頁 200頁を超える大著となって

刊行された。本文の構成は遺跡地図約 116000が 136頁、遺跡台帳が 60頁で構成され、旧

前橋市、大胡町、宮城村、粕川村、富士見村をあわせた全市に及ぶ遺跡分布地図が完成し

た。今後、これを踏まえ県の WEB地図の改訂作業を済ませていただき実際に供用開始と

なる。遺跡範凶については今までの範囲をはるかに超えたものとなっており、法 93条・

94条の届出件数がかなり増加してくるため、受付事務の強化を図ることと、上半期、下半

期での改訂作業が必要となる。

3)遺跡資料整備事業

学校用普及パンフレット「い・せ・きワールド in前橋」の刊行や出土資料の貸出や展示、

前橋高崎連携文化財事業の展示品作成、前二子古墳石室復元市民プロジェクト事業に伴う準

備作業のほか明治 11年前二子古墳出土遺物報告書、前橋天神山古墳発掘調査報告書の作成

を行なった。このほか図面や写真などのデジタノレ化および報告書の PDF化も行なった。

4) 開発に伴う事前協議

開発に伴う事前協議が合併による市域の拡大に伴い増加の一途を辿っている。月平均 150

件以上、年間にして 2，000件もの協議に対応した。このうちし 000 rrfを超える大規模な開発

や周知の遺跡に隣接するもの、上野国府や山王廃寺、古墳など重要遺跡については試掘調査

を行った。試掘件数 57件であり、このうち調査に移行したものは 4件であった。このほか立

会調査が 34件であった。今後、開発協議に迅速に対応するために、泊跡地図の逐次更新と G

1 S活用を早急に進める必要がある。

5)遺跡GIS業務

平成 20年度，...，_， 24年度の 5ヵ年事業として実施し、 24年度に完成した。前橋市統合型遺

跡 GIS業務に遺跡地図を掲載し、開発部局との調整に際して、多くの遺跡の保存を図ってい

くことが必要がある。また、今後、 GISの公開も検討されるが、県 WEB遺跡地図との連携を

図りながら公開をしていく予定である。
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(2) 平成24年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表

遺跡名 ふりがな コード 代表地番 面積rri 方式 調査原因 調査期間

l前箱田村西国遺跡 まえはこだむらにしさん 24AI0l 前箱田町122-1 900 民民 庖舗建設 25/2/ 4~25/2/25 

2元総社蒼海遺跡群 (40) もとそうじゃおうみ 24A130-40 元総社町1609 1280 直営 区画整理 24/5/10~24/12/27 

3元総社蒼海遺跡群 (41) もとそうじゃおうみ 24A130-41 元総社町1608 1943 直営 区画整理 24/5/10~24/12/21 

4元総社蒼海遺跡群 (42) もとそうじゃおうみ 24A130-42 総社町総社3054-2 8 直営 区画整理 24/5/18 

5冗総社蒼海遺跡群 (43) もとそうじゃおうみ 24A130-43 フC総社町1445-25 280 直営 区画整理 24/5/18~24/6/7 

6冗総社蒼海遺跡群 (44) もとそうじゃおうみ 24A130-44 冗総社町1582-3 320 委託 区画整理 24/9/26~24/10/31 

7冗総社蒼海遺跡群 (45) もとそうじゃおうみ 24A130-45 元総社町2115-1 660 委託 区画整理 24/8/20~24/9/30 

8元総社蒼海遺跡群 (46) もとそうじゃおうみ 24A130-46 元総社町1702-1 30 直営 区画整理 24/8/31~24/9/7 

9元総社蒼海遺跡群 (47) もとそうじゃおうみ 24A130-47 元総社町2156 156 委託 区画整理 25/2/4~25/2/25 

10 冗総社蒼海遺跡群 (48) もとそうじゃおうみ 24A130-48 冗総社町1557 1380 委託 区画整理 25/1/7~25/3/22 

11 冗総社蒼海遺跡群 (49) もとそうじゃおうみ 24A130-49 元総社町1445-109 160 直営 区画整理 24/10/15~24/10/24 

12 冗総社蒼海遺跡群 (50) もとそうじゃおうみ 24A130-50 元総社町1393-2 290 直営 区画整理 24/11/5~24/12/12 

13 上野国府等範囲内容確認調査 こうずけこくふ 24A147 冗総社町 705 直営 範囲確認 24/7/2~25/2/8 

14上佐烏中原円ijIII遺跡 かみさどりなかはらまえ 24G17 上佐鳥町770-2 302 民民 施設建設 25/3/6~25/3/14 

15 朝倉工業団地遺跡群No.2 あさくらこうぎようだんち 24G75 下佐鳥町1-4 5291 民民 施設建設 24/11/26~25/2/26 

16 朝倉工業団地遺跡群NO.3あさくらこうぎようだんち 24G76 下佐鳥町17-2 713 民民 施設建設 24/7/17~24/8/27 

17 朝倉工業団地遺跡群NO.4あさくらこうぎようだん払 24G77 下佐鳥町2-3 174 民民 施設建設 25/1/25~25/2/3 

18 朝倉工業団地遺跡群No.5 あさくらこうぎようだんち 24G78 下佐烏町10-1 4763 民民 焔設建設 25/2/18~25/4/5 

19 六供遺跡群No.7 ろつく 24H55 六供町320-5 400 委託 区画整理 24/12/12~24/12/29 

20 安通・洞No.2遺跡 あんづう ・ほら 24K3 粕川町室沢302-18 650 直営 道路築造 24/7/23~24/11/16 

(3) 平成24年度 埋蔵文化財報告書一覧表

報告 書 名 遺跡名 発行者 発行年月日 備考

1冗総社蒼海遺跡群 (39) 冗総社蒼海遺跡群 前橋市教育委員会 2013.3.22 

2冗総社蒼海遺跡群 (40・46・49・50)元総社蒼海遺跡群 前橋市教育委員会 2013.3.22 

3冗総社蒼海遺跡群 (41・42・43) 元総社蒼海遺跡群 目Ij橋市教育委員会 2013.3.22 

4元総社蒼海遺跡群 (44・45) 元総社蒼海遺跡群 前橋市教育委員会 2013.3.22 

5元総社蒼海遺跡群 (47) 元総社蒼海遺跡群 前橋市教育委員会 2013. 3. 22 

6安通・洞No.2遺跡 安通.i同No.2遺跡 前橋市教育委員会 2013目 3.22 

7推定上野国府 上野国府等範囲内容確認調査 円Ij橋市教育委員会 2013.2.28 

8朝倉工業団地遺跡群No.3 朝倉工業団地遺跡群 前橋市教育委員会 2012.11. 9 

9朝倉工業団地遺跡群No.4 朝倉工業団地遺跡群 JlIJ橋市教育委員会 2013. 3. 22 

平成24年度試掘調査一覧表

所在 地 開発面積 ITf 開発原因 調査年月日

l箱田町 2，000.00 宅地造成 4月4日 平安時代水田跡

2粕川町月田 2，963.00 宅地造成 4月12日 近1止溝跡、時期不詳井戸跡、石製品破片

3江田町 2，427.00 宅地造成 4月17日 平安時代水田跡

4大前田町 4，400.00 道路築造 4月20日 鹿蔵文化財検出なし

5富士見町小沢 1，980.43 宅地造成 4月25日 平安時代住居跡、近1It構跡、石器、土器

6江田町 1，525.69 宅地造成 5月16日 埋蔵文化財検出なし

7茂木町、富田町 33，741. 00 公園整備 5月 17 日 ~5月 18 日 奈良時代住居跡、 1荷跡、土坑、柱穴等

8古市町 48，206.02 庖舗建設 5月 22 日 ~5月 24 日 古墳時代及び平安時代水田跡

9六供町 432.47 庖舗建設 6月5日 平安時代水田跡

10 元総社町 272.46 アパート建設 6月11日 遺構の検出なし。平安時代須恵器

11 二之宮町 144.00 携帯電話基地局 6月14日 平安時代住居跡、土師器、須恵器
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12 箱田町 5，100.00 公民館建設 6月19日 埋蔵文化財検出なし

13 苗ヶ島町 1，300.00 道路築造 6月21日 埋蔵文化財検出なし

11 荻窪町、上泉町 15，000.00 道路改良 6月21Fi 遺構の検出なし。縄文土器片

15 粕川町膳 13，886目。。 公園整備 6月 26 日 ~6月 27 日 古墳時代住居跡、中世i持跡等、 j師器等

16 冗総社町 24，759.31 パチンコ届建設 7月 3 日 ~7月 6 日 古墳・平安H寺代の住居跡、土器、石製品

17 小坂子町 1，527.00 駐車場 7月10日 埋蔵文化財検出なし

18 六供町 165.30 動物病院建設 7月11日 埋蔵文化財検出なし

19 上新田町 1，304.76 宅地造成 7月13日 古墳時代水田跡、 i茸跡

20 元総社町 822.00 宅地造成 7月17日 奈良・平安時代住居跡

21 柏倉町 4，227.00 駐車場 7月18日 埋蔵文化財検出なし

22 六供町 1，630.67 宅地造成 7月19日 平安時代水田跡

23 下新田町 1，974.00 宅地造成 7月24日 古墳時代水田跡、潜跡

24 総社町植野 999.00 保育園建設 7月25日 古墳時代住居跡、出跡、土師器片、須恵探)十

25 富士見町原之郷 1，880.00 宅地造成 7月23日 時期不詳溝跡

26 箱田町 3，490.20 百舗建設 8月7日 平安時代水田跡

27 下長磯町 2，976.00 宅地造成 8月9日 埋蔵文化財検出なし

28 元総社町 886. 75 宅地造成 8月21日 平安時代住居跡、情跡、土師器片、須恵器片

29 堀越町 786.92 個人住宅建設 8月22日 遺構の検出なし。土師器片少量

30 富士見町時沢 1，535.87 宅地造成 8月23日 遺構の検山なし。縄文上器・石思

31 総社町総社 2，031. 17 老人ホーム建設 8月28日平安時代住居跡、市跡、制文土探片、瓦片等

32 下新田町 3，666.81 宅地造成 8月29日 古墳・平安時代水田跡、土師岩片

33 六供町 1，300.00 士地区画整理 8月30日 時期不詳溝跡、土器片

34 富士見町田島 2，424.00 有料老人ホーム建設 9月4日 遺構の検出なし。縄文土器

35 箱田町 127目34道路拡幅 9月6日 埋蔵文化財検出なし

36 粕川町月田 612目。。 特別養護老人ホーム建設 9月13日 埋蔵文化財検出なし

37 :n.;総社町 421. 00 土地区画整理 9月18日 平安時代住居跡、中山葺跡、須恵器片等

38 総社町総社 995.49 アパート建設 9月20日 時代不詳溝跡、縄文石器片、士直輸片

39 大胡町 1，613.00 宅地造成 9月25日 埋蔵文化財検出なし

10 川曲町 R01 00 道路拡幅 10月10日 平'li':時代水問跡、

41 富士見町原之郷 3，584.14 道路拡幅 10月11日 近世道路、土師器小片

42 総社町総社 3，899.00 公園整備 10月15日 平安時代住居跡、柱穴、階跡、灰紬陶器等

43 新堀町 2，359.45 有料老人ホーム建設 10月17日 平安時代水田跡、士師器坪等

44 川曲町 13，924.00 応舗建設 11月 6 日 ~11月 7 日 平安時代水田跡、陶器片

45 円IJ箱田町 6，803.51 居舗建設 11月8日 平安時代水田跡、近世溝跡

46 ヌE総社町 2，117.83 宅地造成 11月15日 平安時代住居跡、溝跡、土師器、須恵器

47 富士見町小暮 2，611.79 宅地造成 11月22日 埋蔵文化財検出なし

48 東上野町 1，680.00 身体障害者福祉施設建設 11月27日 埋蔵文化財検出なし

49 土佐烏町 2，995.00 特別養護老人ホーム増築 11月29日 平安時代水田跡、土師器片極少

50 六供町 1，480.00 住宅建築 12月4日 平安時代水田跡

51 古市町 2，975.67 宅地造成 12月7日 埋蔵文化財検出なし

52 富士見町時沢 458.00 個人住宅建設 12月18日 埋蔵文化財検出なし

53 六供町 390. 12 個人住宅建設 2月15日 遺構の検出なし。土師器・須恵器片

54 堤町 248.00 小学校校舎建設 2月25日遺構の検出なし。土師器・須恵器片

55 江木町 6，430.19 有料老人ホーム建設 3月5日 時期不詳溝跡

56 田口町 1，604.95 高齢者介護施設建設 3月15日縄文・平安時代住居跡、土師器・須恵器等

57 幸塚町 1，944.00 庖舗建設 3月21日 埋蔵文化財検出なし
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平成24年度 立会調査一覧表

所 在地 開発面積 rrf 開発原因 調査年月日 調査結果

1柏倉町 1，400目。。 牛舎建設 4月5日 埋蔵文化財検出なし

2下阿内町 47.20 底舗建設(かつはな苧) 7月13日 As-B軽石混土層検出

3堀越町 3. 75 個人住宅建設 7月23日 縄文時代住居跡、縄文土器片

4粕川町深津 6. 00 個人住宅建設 7月25日 埋蔵文化財検出なし

5富士見町時沢 422.00 個人住宅建設 8月2日 埋蔵文化財検出なし

6上泉町 ー排水祈設置(上武道路関連) 8月16日 埋蔵文化財検出なし

7元総社町 635.00 個人住宅建設 8月16日 埋蔵文化財検出なし

8上泉町 一排水路敷設(上武道路関連) 8月20日 新田塚古墳の周堀を確認

9粕川町月田 ー道路建設 9月24日 土師器片僅少量

10 冗総社町 3，000.00 貸住宅建設 日月 26日 中世の溝、羽釜片、土師器片

11 古市町 2，000.00 貯水槽(フオレスト関連) 10月l日 As-B、Hr-FAが検出されるも明確な遺構なし

12 古市町 ー庖舗建設 (7ォレλト←ル) 10月4日 As-B、Hr-FAが検出されるも明確な遺構なし

13 冗総社町 21，407.93 庖舗建設(マルハン) 9月27日 埋蔵文化財検出なし

14 元総社町 21，407.93 庖舗建設(マルハン) 10月4日 埋蔵文化財検出なし

15 冗総社町 21，407.93 庖舗建設(マJ~I\/) 10月5日 埋蔵文化財検出なし

16 下佐鳥町 2.80 浄化槽設置 11月15日 埋蔵文化財検出なし

17 川原町 1，081. 00 宅地造成 11月22日 埋蔵文化財検出なし

18 朝倉町一丁目 390.61 個人住宅建設 12月20日 埋蔵文化財検出なし

19 西片貝町五丁目 1，064.00 宅地造成 1月18日 埋蔵文化財検出な し

20 山王町(文珠山古墳) 80.00 墓地造成 1月22日 埋蔵文化財検出なし

21 総社町総社 ー道路側溝新設 1月22日 埋蔵文化財検出な し

22 総社町総社 3，899.00 公園造成 1月22日 瓦片

23 富士見町原之郷 一個人住宅建設 2月22日 埋蔵文化財検出なし

24 鶴光路町 12.00 底舗建設(みなみそーノレ) 2月25日 平安時代水田跡

25 下佐鳥町 16.528.95 工場建設(ベイシア) 2月28日 埋蔵文化財検出なし
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① 上 野 国R樽範囲内締臨調査 (24A147)

ill瑚位置園

事業名 上野国府等範囲内容融部調査

所在地前楠市元総社町2115番地1ほか

調査期間平成24年 7月2日から

平成25年2月8日まで

担当者阿久禅智和・並木勝洋

調査面積 705rrf 

調査の経緯上野国府は前橋市元総社町付近に設置されたと考

えられているが、その中心施設である国庁の位置のほか、その

詳細が不明なため、平成23年度から 5ヵ年計画で上野国府の概

況を把握することを目的とした「範囲昨認調査」を行うことと

した。本年度はその2年次である。

調査の成果平成24年度は「上野国府の国庁推定地」のC案周

辺とA案の北東、総社神社西側に9ヶ所のトレンチを設定し調

(1) C案周辺の調査

古墳時代の住居跡7軒、平安時代の住居跡10軒、時期不明の

住居1軒‘古代の溝跡1条‘中世の1融専8条‘井戸1基‘土坑

9基、ヒ。ット 15基を検出した。宮鍋申社の北東に附妾する 13

トレンチで、 i酎悼の藍極関係から古墳時代後期から平安時代の

聞に造られた南北方向に走行をもっ溝 (W-1号弘明事)が検出さ

れた。

(2) A案の補足調査

昨年度6トレンチで検出された古代の大溝の延長線上で大溝

の規模を確認、することを目的に調査を行った。その結果、古墳

時代の住居跡1軒、平安時代の住居跡1軒、土坑1基、井戸2

基、落ち込み1ヵ所が検出されたが、大溝は検出されなかった。

(3)総社神社西側の調査

調査地点は総社粋社西方400m付近で、羽信邑巨山道から分政ず

る通称 I日高道jがその閥側を北上し、 トレンチの北側と東側l

には蒼相訪去の溝が位置している。ここでの調査では平安時代の

住居跡7軒、中世の慨跡1条・時期不明の溝2条、井戸2基、

土坑1基、中世の整地面1ヶ所とピット 17基が検出された。

調査のまとめ

(1)国l判世定案C案と宮命財申ギガ司辺

検出された主な遺構は、古墳時代・平安時代の住居跡と中世

のfJii細:であり、確実に8・9世紀頃の樹博と考えられるものは

検出できなかった。ただし、 13トレンチで、検出された1削訓こつ

いては、その推定されるH抑制から、国府と同時期に存在した可

能性が指摘できる。

(2)総社神佐四mr閑辺

検出された遺構は平安時代の住居跡、中世の構跡と建物跡で、

遺物についても特筆する遺物はなかった。このことから、半安

時代に集落が営まれ、中世に勧有事械関連もしくは何らかの施設

が設置されたと思われる。

13トレンチ w-1明緯跡(南から)
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② 元総社蒼海運蹴畔(40) (46) (49) 

(50) (24A130-40、 46、-49、 50)

③元総街並瓶邸側(41) (42) (43) 

(24A13O-41、 42、 43)

若利「雌i跡群 (41)全景

i出亦位置図

4)噌路 元総社jJ悔土地区画整組事業

所在地前橋市元総干~.:II明也

調 査期間平成24年 5月 10日から

平成24年 12月27日まで

担当者藤土原口延・細野泰宏

(前崎市教育委員会)

調査而珊 1， 280 rrf (24A130-40) 

30 rrf (24A130-46) 

160 rrf (24A130-49) 

290 rrf (24A130-50) 

読躍の経緯平成24年5月7日付けで、

前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画

整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査依

頼が前橋市より前橋市教育委員会に提

出された。協議の紡泉、前橋市教育委員

会直営での発掘調査を実施することと

なったo これを受け、 5月 10日から現

地での発掘調査を開始した。

調査の成果 (40)では、割以;時代・古

墳時代から平安時代にかけての集落跡

が見つかった。純文時代の遺構は、竪穴

住居跡が4軒、土坑が2基、単独の組制

が2品検出された。純文時代の竪穴住居

跡は、前期の諸般式期に属するものが3

軒で、 2軒は1fI複する。また、中期の加

事業名 元総祉強:海土地区画整理事業

所在地治倫市;元j総社町1608ほか

調部切間平成24年5月10日から

平成24年 12月21日まで

担当者ノl峰篤・繍雪~ ~~li 

(出排断わ.教育.委員会)

RIi嘘面積 1，943rrf (24A130-41) 

8 rd (24A130-42) 

280 rrf (24A130-43) 

調査の経緯平成 24年 5月7日付けで、

前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画蜂

理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査依頼が

前橋市より前橋市教育委員会に提出され

た。協議の結来、耐桁行教育委員会直営で

の発姻調査を実施することとなった。これ

を受け、 5月 10日から現地での発掘調査を

開歩合した。

調査の成果 (41)では、制似;時代から平

安時代にかけての集落跡が見つかった。古

墳時代から平安時代にかけての住居跡が

69軒を数える。その内 1軒は、臨観リ片や

鉄塊などの鉄浮を伴う鍛冶組制であるこ

とが確認された。また、 1辺が7mにも及

ぶ大きな古墳時代の住居跡も見つかった。

さらに、本泊跡からは、

7
a
 

q
L
 

曽利式E期に属する住居跡からは、甲信

地方の影響を受けた土器も出土してい

る。古墳時代から平安時代にかけての竪

穴住居跡は37軒を数える。また、 1車干

の住居跡からは床面に炉体および金床

石・船を設置する鍛冶地構が11僻ffiされ、

制畑地日品や地造是IJ片が検出された。

鍛冶迫袖を伴う竪穴住居跡

(46) では平安時代の竪穴住居跡が 1

軒、時期不明の井戸が l基を検出した。

(49)では、奈良時代から平安時代にか

けての竪穴住居跡5軒、時期不明の井戸

2基、土坑3基を検出した。

(50)では、府眼目剖えの竪穴住居跡1軒、

奈良から平安時代の竪穴住居跡 18軒、

竪穴状地桃1基、土坑6基等を検出した。

奈良三彩や金の付着した灰華版観号、盤件土

器など政重な遺物が出土している。

規模の大きい盟穴住居跡

(42)については、重機による掘削を行

なったが、泣情は検出されなかった。 (43)

では、古墳時代から平安時代にかけての住

居跡4軒が見つかった。中でも l吟住居酬

は、 (41)における規模の大きい住居跡を

さらに上回り、 1辺が 8~9m に及ん尤



④ 元総社苦海迎蜘草 (必)、 (45) 贈賄 元 制 品 部土地区間睡倒蝶 出された土坑は2か所に分けて集中的に分

(24A13o--44)、(24A13o--45) 所在地前橋市元総:叫吋1582-3ほか 布する。士掛字削天首褐色粘置土層まで掘

調査宣明間 平成24年 8月20日から り込んでおり、粘質土採取を目的としたと

平成24年 10月31日まで 思われ、出ゴ地物の傾向や藍痕聞係から 8

担当者福田貫之(前橋市教育委員 世紀前半頃に帰属すると推定される。元総i

会) ・山田誠司(技研測量設計 社蒼海遺跡群(45)からは古墳時代後期と

株式会fi) 平安時代の竪穴住居跡、蛙開成関連の堀跡、

畠田正面積1(44) 320 rrf、(45) 660 rrf 土摘、地下式抗、井戸、柱穴、 i糊等が

調査の経緯平成 24年 7月5日付けで前 検出された。検出された堀跡のうち東西方

(44)粘土謝屈坑全景 橋都市計画事業元総社対:tIIT土地区画整理 向の堀は上幅 5m以上、深さ約 2mの箱卿

事業に伴う埋蔵文化財発掘調査依頼が前 の形態を示している。また、覆土中に鼎褐

橋市より提出された。市教育委員会では、 色粘質ブロックを含む旦微な層が訂捕さ

直営による発掘制査が困難であるため、民 れ、土塁の土が哩役したことが指摘される。

問調査組織に業務を委託するよう前橋市 また南北方向に樹子する堀跡は上幅加以

に回答した。民間調樹且織への揖務委託に 上、深さ約2mを測るo I制蹴絵図」等か

ついて、前幡市の合意も得られたため、市 ら瀬下豊後屋敷の東似tJの堀跡と思われる。
d厄

信'" ¥1'¥ . ， (圭 教育委員会のE組!の下、発抑，制査を実施す

ることになった。平成凶作 8月8日付け

で前橋市と技研測量設計株式会社との間

で埋蔵文化財発掘調査業務委託契約を締

結し、発1鵬置を開始し丸

調査の成果 元総t拭年初組側醇(必)から

は奈良・平安H械の竪穴住居跡3車内土坑
ー~ .・・・ ニ"'・

39基、上幅2.5m以上、深さ 2m前後の断 (45)調査区全景

面V宇状の翻前期2条等が検出された。検

⑤ 元総社蒼海盤側!草(47)(24A13o--47) ヰ明組元総倒的毎土地区間E臨賭業 判明した。士層推fi't状態や底面の様相か

所 在 地前納市克給仕111]~15ö ら南北方向の堀跡は2時期以上、束尚方

調査期間平成25年2月 4日から 向の堀跡は3時期の霊植が石信恕された。

平成25年2月25日まで 総怯民尾氏が在城時の資料と考えられ

担当者福田貫之(前自制マ融育委員 ている「若槻脳会図」と照らし合わせる

会) ・相樺正信(株式会社シ と、南北方向に走向する堀跡は松井屋敷

ン技術コンサル) 東側.tJに所在する堀跡と考えられる。また、

調査面積 156 rrf 各時期の底面や中位にはグライ土壌が

調査の卸皐平成24年 12月27日付け 確認されており、世kした痕跡と推測さ

調査区全景 で前橋都市計画事業元総社蒼海土地区 れる。調査区が狭いため、融底面の比高

町盤理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査 差から流下方向を特定するには至らな

依頼が前楠市より提出された。市教育委 かったが、近隣の制査成占長から南側に流

員会では、直営による発掘調査が困難で 下するものと推定される。柱列跡や併戸、

あるため、民間調酎担臓に業務を委託す 土坑から出土した遺物は破片資料であ

るよう前繍市に回答した。民間関留崎被 るため時期特定は困難であるが、中世か

... λ \，\~ \， ~ 
への艶務委託について、前禍市の合意も ら近世が大半を占めるものと思われる。

得られたため、市教育委員会の監理の下、

発踊調査を実施することになった。平成

25年 1月 18日付けで前橋市と技研測量

設計株式会社との間で埋蔵文化財発掘

調査業務委託契約を車柿吉し、発掘調査を

開始した。

調査の成果調査区からは柱タiJ跡、井戸

跡、土坑、首悔弘、に関連する堀跡が検出

地跡位置図 された。堀跡は南北方向、東西方向に走

向する堀が ITJ宇状に接続する状況が 柱穴、井戸検出状1~
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@万蹴佐苦汁叫捌f:(:(伺)(24A13O-48) 事業名元総側:海土地区幽製図喋

所在地前 橋市 元給 制jl町1557ほか

調部切間 平成25年 1月7日から

平成25年 3月22日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・日沖剛史(有限会社毛野

考古学:研究所)

調査面積 1380ni 

調査の経緯平成 24年 11月 15日付けで

全景写真(右が西) 前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整

理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査依頼が

前橋市より提出された。市教育委員会では、

直営による発抑制査が困難であるため、民

問調査組織に業務を委託するよう前橋市

に回答した。民間調酎嚇官八の業務委討に

ついて、前橋市の合意も得られたため、市

教育委員会の監理の下、発掘調査を期包す

ることになった。平成24年 12月 13日付

けで前橋市と有限会社毛野考古学研究所

との間で埋蔵文化財発掘調査業務委託契

約を締結し、発蜘植を開始した。

調査の成果調査区からは勝て住居跡32

軒、土坑 12基、ヒ。ット多数、溝3条、竪

穴状i樹高3基、性格不明遺構3基、南側に

かけて自然前路が検出された。竪穴住居制:

遺跡位置図 l説~n抑制。t前期後半(諸磁b式期)が l 軒で

⑦安通・洞No.2遺跡(24K3) 事業名市道21 -6 1 1 9号線道路

築造

所在地問渦市粕)11町塗沢302-1B

醐 捌 間平成24年 7月23日から

平成24年 11月 16日まで

担当者並木勝洋・阿久滞智和(前橋市

教育委員会)

調査面積 650ni 

調査区全景(東から)
調査の経緯平成24年4月 16日付けで前

橋市長山本龍(東部建設事務所)より市道

21-6119号線道路築造に伴う埋蔵

文化財発抑制査の依頼が、古繍市教育委員

会に提出された。これを受けて、平成 24

年 7月23日から発掛制査を行った。

調査の成果本起捌:は剰則に山伏川、酋{!IIJ

に粕川が流れる粕川扇状地上に位置して

いる。 過年度の周辺部の調査

i出制切ら認されていることから、今回も縄

文時代の遺構を中心とした調査になるこ

とを想定して取り組んだ、。その結果、縄文

時代の包含厨・盤穴住居跡l軒、平安時代

の百i糊;1条を検出した。

申ぷV二ベ、 調査区中央部の遺物包含層は土層の堆

追跡位置図
務附初防、らi旦没谷と考えられる。包含届が

調政時代中期頃に形成された「淡色黒ボク
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あり、その他は古墳時代前期から平安時代

に帰属する。純文時代の住居跡からは、多

量の土器や石訴の出土が認められる。 古墳

日キ十回自身lから平安時代にかけて検出され

た住居跡のうち、南壁面、 ~r盤面のみに直

径 15Csl程の柱穴列が昨認された古墳日寺代

前'WJの住居跡や人為的な埋没を利r!ilJl

時代後期の竪穴住居跡、南壁にスロープ状

の盛土を設ける 9帥己代の住庭園跡などが検

出されている。軍閥、された土坑のうち3基

が純文時代、 6基が古榔l軒切迫ら平安時代、

3基がAs-B降下以降の所産である。誕止文時

代の土坑は加曽利EIII式期、堀之内2式 ~

加曽利B式基に帰属するものである。

純文H寺f-t岱摺断言UI.J査関設

土」より上位に位置していることや出土し

た土器の汗獄から、その年代は純文日新機

院Wlと考えられる。包含暗からは石鍬キ打

品2石斧、石皿、多干l;P、石製玉類、耳飾り、

土偶、土品賠副(fjJiなどの遺物が数多く出土

した。炉土止を中央西帯りに持つ竪穴住居跡

は出土した土器から縄文時代晩期と推測

される。

調査区西側の溝跡の年代は覆土の自然

化学分析から、Hr-FA(6世紀初頭)から

As-B (1108 年)の聞となった。 t~J跡の南東

部に厚く対師{した泥流が弘仁9年 (818年)

の大地震に関係したものである可能性が

高く、株跡の年代は更に絞り込まれ、平安

H寺代と考えられる。土層.ÞIt~漬から何度も激

しい流れがあったことが伺え、 1依跡の中か

ら遺物を苦tl1認することはできなかった。

1Ef--Jf;=:.76j;jJ8jミI
;4U!?議l

， 勺 _，.・4 、~弘モ4・

広:十人.左辺
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石製玉類出土状態



@ 六f地也脚宇No.7運跡 (2佃55)

遺物出土状態

‘"・e

油断位置図

@朝合工業団地盤脚恥2C却 75)

司踏区全景

事業 名六供土地区間並理体業

所在地前怖市六仰町320--5

調養期間平成24年 12月12日から

平成24年 12月29日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・楼井和哉(山下工業株式

会社)

調査面積 400ni 

調査の餅~ 平成 24年 11月22日付けで

前橋都市計画事業六供土地区画整理事業

に伴う埋蔵文化財発掘調査依頼が前橋市

より提出された。市教育委員会では、直営

による発掘調査が困難であるため、民間調

査組織に業務を委託するよう前橋市に回

答した。民間百躍制織への翻婚相こつい

て、前橋市の合意も得られたため、市教育

委員会の監迎の下、 発掘調査を実施するこ

とになった。平成 24年 12月 10日付けで

前橋市と山下工業株式会社との間で割問

対 闘 発掘調輩謀説針槻約掛愉し、発

掘制査を開始した。

調査の成果調査範囲が狭小で、あるもの

の、古墳時代中期から後期にかけての竪穴

住居跡 12軒、土坑6基、柱穴 15基、溝2

条が『回想された。竪穴住居跡の主体は5世

紀後半に帰属するものが大半であり、近接

事業名鉄工所新築士事

所在地前附7下位鳥町1-4ほか

調車切開平成24年 11月26日から

平成25年 2月26日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・井上太(有限会社毛野

考古制胸部百

調査面積 5，291ni 

爾置町経緯朝倉工業団地は、平成 22年

度の試細醐査により遣が淵白であることが確

認されている。平成24年 1月18日、株式

会社吉田鉄工所より櫛瓦文化財の尉拠、に

ついて問し合わせがあった。その後、壇歳

文化財の保謹につして協議を重ね、珪助建

設により現状保存が不可能な箇所について

発柳欄脊和実施し伊鮒鞘字の措置秒台石こ

とで合意を得た。市教脊委員会では、置官

による発掘百前年:iJ';困葉佐であるため、 r~洋馬

県内の証珊保存を目的とする埋肱文化財の

持抑制査における民間調査幸郎総再入事萌取

扱袈綱」により、市教育委員会の監理、指

導のもと、有限会社毛町考古明日砂田和発

掘調査を期面することになった。

調査の成果 トレンチ状の調査区である

が、Hr-FA 泥首閣下の畠跡・水田跡・ t，~糊、
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する六fJ出跡群No，5、Noβ と近し、様相を見せ

ている。住居跡からの酪|均は豊富で、良好

な器有昨師同滑られあ。 併嘩すベ者i自可動〉

しては5世紀後半の住居跡味面直上から出

土した腕輪状羽胤指産品があげられる。他

の遺構としては深く掘り下げられる士坑

や南北に走行するi脚亦があげられる。深く

掘り下げられる士坑は 4 世紀~5 世紀にか

けてと年内|屈は広く、平面形態もまちまち

であるが、昨掘面から 100~120cm ほど掘

り込まれている点において共通する。前跡

は1m宙逝台形状を呈し、南北方向に走行す

る。辿物は 17世紀を主体とする菊花皿等

が出土している。調査区北側に所在する八

幡宮の参道側溝である可能性を有してい

る。

l腕情状石製棋造品出土状態

As-B直下の水田面・咽半、中世屋撤跡が検

出された。}トFA泥流j冒下の水田跡は残り

が悪く、部分的に府部されるのみだが、一

部では噛半も高く良好に残存していた。南

北方向に長辺をとり1.5mX3m程の長方

形を呈するものが多いが、7m近い区画も認

められた。 As-B直下の水田跡は南北方向の

咽半を軸に東西方向の刷物2取り付く形で

区画が構成されている傾向であることが判

明し、水口に磯を敷弘する例も幅容された。

中世では屋敷跡と思われる屈曲する堀跡が

都邸され、鹿糠集荷在の発枠が中世までさか

のぼることが再術調、された。また、古墳時

イセ~平安H寺代の住居跡は揃認されなかった

が、世陶包含眉の分和状況と地形から翻宜

区北側に存存すQ可能↑牛が高し、上村棚枯れ

る。

As-B下水田跡



⑩ 朝倉工業団地盤抑制。.3(24G76) 

2トレンチE瑚['J・7トレンチ世郁敢

~醐:位盟国

⑪朝倉工業団対地蜘草地4(2必77)

調査区東側で確認、されたm跡

事業名 倉j躍・事務Fs皆殺工事

所在地前愉市下位鳥町17-2ほか

調査淵間平成24年7月 17日から

平成24年8月27日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・板垣宏(スナガ政繍測

脚同封t)

説世官躍1713 rrf 

調査の結陰謀朝倉工業団地は、平成 22年

度の鮒制時査により辿船出であることが確

認されている。平成24年 1月 18日、伊藤

忠量制:!陶村岡槻より糊紋イ聞の取扱し、に

ついて問い合わせがあり、建物建設により

捌 1来初1不可能な箇所につして発捌植

を実施レ細部品存の措世をとることで合意

を得た。市教育委員会では、直営による発

布醐1査が困難であるため、 í~除馬県内の記

録保存を目的とする捌丈文化財の発掘調査

における民間調留組織導入.:J:f税制品要綱J

により、市教育委員会の限E、指導のもと、

スナガ環境Z搬側が宛掘制査を知直するこ

とになった。平成24年7月 12日付で伊掛

，却し紅特税制関とスナガ現殺到!'J剖附との間

で発掘司躍武司器鰍}を締結し、発抑制査を

開始したG

事業名 工場根羽吊産工事

所在地前楠市下佐鳥町2-3ほか

調査期間平成25年 1月25日から

平成25年2月 3日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・青木利文(山下工業株式

会社3
調査百町~ 174rrf 

調査の経緯朝倉工業団地は、平成 22年

度の試掘調査により遺跡地であることが

硝認されている。平成24年4月 16日、株

式会社ヤマトより埋蔵文化財の取扱いに

ついて閉し合わせがあったo その後、埋蔵

文化財の!府必こついて協議を重ね、建物建

設により現状保存が不可能な箇所につい

て発掘調査を実施し記録保存の措置をと

ることで合意を得た。市教育委員会では、

直営による発掘調査が困難であるため、

I群馬県内の記録保存を目的とする鹿蔵

文化財の発掘調査における民間調査品陥帳

場人事事取扱・要綱」により、市教育委員会

の監理、指導のもと、山下工業静信℃会t::rn'
発蝦制査を実施することになったo

調査の成果本遺跡は朝倉工業団地遺跡

群 l区北側に所在し、浅間B軽石で覆われ

た水田防相会問B峰石降下後の溝、避見代
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調査の成果本調査の結果、古墳官寺代の水

田跡56区画、構20条、ピット 1基を検出

した。

Hr-FA層下で検出された水田跡は、いわ

ゆるtJ刷、区画水田で、概ね北西方向から南

東方向に向かう悟桝の等高線に直交する縦

咽半を形成した後に榔甘畔の形成が見られ、

これは「開田型ノト区画水田Jと呼ばれるタ

イプに相当するが、一部にそれと異なる水

田跡もあった。本辿幼i!熊司0.1の 2区で事ilWJ、

区画水田跡を検出し、咽半の方向性相会出

状況が3alif以しているので、本訓査区から北

側に水田跡が広がると考えられる。

なお、 3トレンチから焼夷弾 l本が検出

された。本市は、昭和 20年 8月 5日夜に

B-29による大空蝉により、市篠弘也の大部分

を消失する被害を受けた。 8月 14日には伊

勢崎市街地と周辺北蹴、高崎市蹄目、前僑

市南部等が攻撃されている。「上)11沸肘史J

によれば、 14日深夜の空襲で擢災し、 15

日に落ちた焼夷弾の抜き取り作業を行った

とあり、本焼夷弾は 15日の作業で取り残さ

れたものと恩われ、こうした野料の蔀舶に

より、空襲の実f患が理解できるものと思オつ

れる。

の水路等が検出された。調査区南側は浅間

B軽石純屈の刈悶iが良好であるが、北側で

は残存状況は不良であり部分的に残存す

るのみであった。南北方向の畦畔を境とし、

東側の水田面は西側に比して低いことか

ら、北西方向からの導水が想定される。水

田面を精査したところ、桝7痕、制何度等

は稲瞬、されず、浅い凹凸が見受けられるの

みで、あった。浅間B峰石降下後に掘削され

た榔跡は 5 条検出された。各々のU~必は、

若干ぶれるものの、ほほ東西~ill lや南北軸を

基本としている。東西軸、南北軸の前跡は

重複するが、方形区画を形成するものでは

なく、数時期に亘って掘削された梢跡と思

われる。

調査区全景



⑫朝倉工業団地t酬刷。5(2必78) 

調査区全景(後方、榛名山がそびえる)

⑬ 吉備田村酉E迎跡(24AI0l)

I三で斗
審問電量

調査区全景

f部再開置岡

事業名 工場僻掛雛工事

所在地前楠市下位鳥町 10~1 ほか

翻脊:Jt!1間平 成25年2月18日から

平成25年4月 5日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・宮本久子(有限会社毛野

考古学研限白用

調査面積 4，763rrf 

間査の経紳ー朝倉工業団地は、平成 22年

度の試掘調査により遺跡地であることが

者儒恋されている。平成 23年 10月 19日、

マニハ食品株式会社より埋版文化財の取

扱し、にっし、て冊、合わせがあった。その後、

細・;肱イ回オの保離について協議を重ね、建

物建設により現状保存が不可能な箇所に

ついて発掘調査を実施し記録保存の措置

をとることで合意を得た。市教育委員会で

は.直営による発姻調査が岡難であるため.

「群馬県内の記録保存を目的とする励磁

文化財の発掘調査における民間調査組織

噂入司嚇取扱謝判」により、市教育委員会

の監理、指導のもと、有眠封上司?考古学

研究所が発掘調査を実施することになっ

た。

調査の成果本遺跡は朝倉工業団地辿肺

事業名 !古書嗣車交工事

所在地前橋市制附田町 118~1 ほか

腕査期間平成25年2月 18日から

平成25年3月 1日まで

担当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・描1郎伝一郎(株式会社シ

ン1矧すコンサノレ北関東支j苫)

闘査面積 900rrf 

師査の経緯平成24年 11月2日、開発事

業者より試欄艦i却時が提出され、同月

8日に齢梱調査を実施した。その品部品開

発当喋地内において浅間B軽石ち積われた

水田跡カ~櫨忍された。なお、平成 12 年に本

地跡の西側で弘司査が実施され(前箱田村西

E遺跡)浅間B悔石で頴われた水田跡が確

認されている。刷版化財の!轍について

協議を邸2、話駒蒐穀により~同府子が不

可能な箇所について発掘調査を実施し託蹄

保存の措躍をとることで合意を得た。市教

育委員会では、直営による発捌調査が困難

であるため、 f君主鳴県内の記揖保存を目的

とする油斑文化財の覧概調査における民間

制劃雌鱒入司瑞樹腿欄」により市教育

委員会の監灘、指導のもと、株式会社シン

槻 ff::Jンサノレ北関東支!割明朗自艦を実施

すあことにな・った。
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群 1区南側に所在し、浅間B軽石で植われ

た水田跡 28区画、社一FA泥流下の水田跡

50 区画以 r.，As---¥' 混十下水田跡6区画、

溝42条、堀立柱建物跡1棟が敵前、された。

As~C 混土下の調査では上位に存在する

Hr~FA 泥流下の昨国半と同じ方向に走向する

ことが判明した。また、水田規模は As~

混土下の方が広大であることが把握でき

た。陪~FA 水田跡の調査で、は北東から南西

方向へ走向し、 I!!f;i納150cmを計る大アゼが

検出された。 As~B 層直下の水田跡の調査で

は、水田面の工具痕が顕著な箇所とE由附ま

幅広で低く、水田面は平坦で工副長が少な

い甑庁別{儲された。後者の箇所について

は As~B 降下時には機能していない水田で

あった可能性を有する。 U~嚇と掘立祖雄物

跡は中世から近世に帰属すると思われる。

Hr~FA 泥流下の大アゼ

積置の成果 As~Bfこ被誼された噛11半5条と

咽半に区画された水田 7面、中世のj酌ど

が耐認され丸検出された噛半のうちの東

西方向に走向する 1条はH幅1.1m、下幅

1. 7mと掘削1大きし、ため、加童四半と考えら

れる。走向は府県馬県則通民漏2で示さ

れたS51ライン付近に沿うため、ブ明宝酒半で

あることは石懐であろう。畑却半は検出さ

れたが、咽半で区画された水田規模は区画

性がみられないため、 As~B 降刊寺には区画

が古はもていたことが指摘される。検出され

た精は複土に As~B 二次掛町~;みられるこ

となどから、復旧に関係するi邸時と思われ

る。

大咽1階出tJ¥態



⑭上位烏中原前田迦勝(24G17)

調査区全景
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i出砂位fiQ図

事業名 l隅IJ盤抽老人ホーム増築

所在地前橋市上位鳥町770-2ほか

自信出羽間 平成25年3月 6日から

平成25年 3月14日まで

担 当者福田貫之(前橋市教育委員

会) ・阻別手口哉(山下工期朱式

会担j

調査置制 302rrf 

調査時卦事平成24年 11月8日、開発事

業者より制師糖i剖~~:f!;~7'J~提出され、同年

11月 29日に苦刈制調査を実施しιその結

果、開発事業地内の荒1mJにおいて浅間B軽

石で曜われた水田跡がす船gされた。なお、

平成9年、 15 年~Dl>::辺倒;の南側で嗣査が実

施され(上佐烏中原前幽年、上位鳥中原前E

辿跡)浅間B軽石で離われた水田跡が確認

されている。幽穣文化財の保覗について協

議を重ね、恩鞠姐!訟により現状体(4'=が不可

能な箇所について発掘削査を実施し宮田剥泉

存の持植をとること 4崎哲を侭丸 市 教 育

委員会では、直営による発姻制査が困難で

あるため、 [眠時県内の制矧帯を目的と

する邸耽文化財の発掘制査における民間調

到雌時入羽海取掛要綱」により市教背番

員会の官掴!、 指導のもと、山下工業幹朱式会

社が発細書植を実施することになった。

円
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調査の成果調査13)明記分は国厚 5~lOcm

の浅間B軽石の市閣が郁招されたが、岡山l

におし、てl胡脳血1!に伴う闘しが及んでお

り、浅間B軽石の骨制百は1推認されない箇所

もあった。浅間B軽石の除去後、南北方向

に走行する 2条の咽判糊認された。残存

状況の良い噛1'1'は水田面からの比高差は2
~6cm であった。また、北側においては水

口が設置されている制畠洲間、された。水

田面を精査したところ、当所T娘、耕憎哀は

F慨‘されず、疎らに稲株痕と思われる窪み

カ鴇 められるのみであった。今回の調査で

は浅間B軽石降下以前の水田利用を把握で

きた。

水口検出状態



2 市内遺跡発掘調査事業

(1) 事業の目的

周知の埠蔵文化財包臓地及び包瑚4也タトの規模の

比較的大きし、開発行為に対し、開発者とl品市、調

査を実施した。 樹博や遺物等を硝君、した場合、県

の指導要綱を基本に、開発者と埋蔵文化財の保存

協議を行っt~

(2) 事業の内容

①調査方法

開発地内に調査トレンチを設定、 重機によ

る表土掘削後、人力による精査をして、 遺跡の

有如、遺跡の範囲確認を行った。調査面積は、

開発問責の1害時盟主を基本に調査した。

② 記錦作成

区域内の全体図作成、 トレンチ内の迫梢分布

図、土層図を作成した。 縮尺は開発区域の大き

さにより、随時調整した。また写真横影を行し、

吉田県資1Eトとした。

元総柏 町地内U滑繍調査の様子

(3) 調査結果

試掘司臓は、 57 件実施しt~ このうち、 40

件で噛舵刻七財が確認できた。

① 確認できた遺跡の時代

縄文日制'i;"，近世にかけての甜 誌を刑問、した。

② 調査した遺構

住居跡、水田跡、 慨 が等

③ 開掘調査から発掘調査をした主な遺構

ア 元総担資瓶捌鮮 (50)

平安時イt住居跡、中世骨糊:

イ M箱田村西皿遺跡

平安剛tの水田跡、近世の糊亦

ウ土佐烏中原皿遺跡

平安日割tの水田跡

エ川曲阿部!!官酉遺脚~o2 (25年度調査予定)

平安時代の水田跡
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3 遺跡台帳整備事業

(1) 前橋市遺跡地図の作成

平成15年度から開始した遺跡地図作成事業は

平成24年度に「前橋市遺跡分布地図」を刊行し

た。平成25年度以降も開発に伴う発畑調査によ

る遺跡分布地図の更新を随時行ってし、く。

(2) 遺跡GISの作成

平成20年度から開始した遺跡GIS事業は

平成24年度までの遺跡分布範囲のデータ化を

終了した。平成25年度以降も開発に伴う発掘調

査の成果を醐亦GISへ随時更新を行い情報を

追加していく。また、 重要文化財f静匝もG1 S(こ

搭職し、内容の充実を図っていく。

4 埋蔵文化財資事睡備事業

(1) 普及パンフレット「い・せ・きワールド・ i

n前橋」の作成

平成24年度に前橋市内で実施した埋蔵文化

財発掘調査の成果を広めるため、 A3版の両面

印刷(表面カラー)の「い・せ・きワールド in

前橋 2013平成24年度前橋市埋蔵文化財発掘

調査のまとめ」というノfンフレットを作成した。

表面はカラーということで写真を多く取り入れ、

裏面には前橋市のどの場所司 周査が行われたの

か地図を配置し、調査内容をわかりやすくまと

めた。 7000部作成し、平成25年度初めに市内

小・中学校並びに市立図書館、教育関係機関等

に配布し、文化財の普及を進めた。

醐輔副醐副閣制lIIIa園

「い・せ・きワールドin商踊2013J表面



「い・せ・きワールドin育i購 2013J裏面

(2) 出土開1，の活用(貸出展示)

かみつけの叫胸館(高崎市)

中二子古墳・内堀1号墳出土盾持ち人向菌晴i

岩宿博物館(みどり市)

鳥取福j蹴寺E遺跡、市之関前田遺跡出土石器

(公開群馬県閣制1凶調査ヨ喋団

前橋天神山古墳出土壷他

(3) 貸出用貸料。湛備(写真・遺物・図面)

展示や貸し出しに頗嘆に利用する迫物・写真な

どの資料を利用しそ寸くするため遺物と報告書の

完則図の写しを一緒に管理するなどの整備を行っ

た。

(必 前楠高崎鶴喜展資料の作成

前橋・高l断邸糠資料として極右遺跡出土の土

器、舞台迦制i1号古墳出土の石剃葺萱品・供物を

盛り上げた供献用高杯の士師器を複製し、展示資

料を作成した。

(5) 展示成果

①富士見公民館

富士見地区文化祭に富士見地区の古墳に関連

する写真・出土地物などの展示を行っ九

富士見公用官での展示
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②元総柱公民館

元総f土地区の土地区画整理に伴う発掘調査の

成果である査や商盤などの出立地物、上野国府

に関連する人形や墨書土排などの複製品、写真

などの展示を行った。

③けやきワオーク前橋

平成23年度の発掘調査で出土した古銭や

丸期(ベルトの飾り)などの出土湖勿、市民プ

ロジェクト作成の金冠塚古墳出土の金銅製冠や

大室古墳群関連の出土品の複製品の展示を行っ

た。

信加賀公民館

芳賀地区出縄文時代の遺跡が多数調査されて

いる。芳賀地区から出土した高位文土器、制!bt土

器の変遷などの解勧ミネノレ、発掘調査写真など

の展示を行った。

⑤前橋市立図書館

図苦;館と量邸宅し市制 120周年記念企回展と

して大室古墳需の古墳から出土した土器、錨同

製罵具を展示し、市民フ。ロジェクト作成の金冠

塚古墳出土の金銅製冠の宇思2品など前橋市の古

墳に関する展示を行った。

(6) 報告書の作成

前二子古墳

明治時代に前二子古墳石室から出土した鉄

器・土器などの副葬品を中心とした報告書作成

に着手

5 埋蔵文化財資料管理

(1) 寄贈図書用務

平成24年度の他市UfJ1~撒育委員会等からの寄

贈図書(埋臨C化財発掘調査望日告書が、ほとんど

である)は、 2，280冊だ、った。

(2) 報告書一斉送付

上記 (1)のとおり、他市教育委員会等から報

告書等を寄贈されており、返礼の意味と前橋市

の文化財行政を知ってもらうため、 11月に『山

王廃寺~平成22年度調査報告』他 11冊を 192

ヶ所lこ一斉封寸したO

(3) 報告書等のpdf化に関すること

平成 24年度に pdf化したものは、上野国府

に関係する資料等で 15冊で、あった。例年同様に

pdf化したファイルは、パソコンハードディス

クと CD-R正副に保存した。

(4) 写真資料デジタノレ化に関すること

劣化してし1く写真のネガをデジタル化保存し

資料の保存を図り、資料の活用の利便性を目的

とする。平成24年度は主に内堀適E加洋に関す

る資料のデ、ジタノレ化を行った。



6 上野国府等閑隼整備事業

(1) 上野国牒鯛査委員会の期制限

元総本土町に存在したとされる上野田府の国

庁や諸施設の概況を把握するための発掘調査

を平成 23年度から国庫補助事業「上野国府等

範囲内翻榔調査事業」として実施している。

本事業を描生するにあたり、上野国R平等調査委

員会(平成 12年度に発足した山王廃帝等調査

委員会の名称を平成 23年度開催の委員会にお

いて変更)において、上野国府とそれに密接な

関係をもっ周辺遺跡の調査計画と整備内容の

検討を十分に行し1ながら事業を実施してきた。

本年度は、 5カ年計画の2年目の調査を実施

したが、残念ながら国府に直張関係する遺構は

確認で、きなかっTむそのため、例年は2回(現

地視察と定例会)開催している委員会を2月6

日の 1回のみ開催し)見L1!!.1見察と事業内容に関

する協議を併せて行った。議題となった報告及

び協議は以下のとおりである。

(2) 第四回上野固月神前藍委員会

開催日 平成25年2月6日

開催場所 元総社公開宮、発掘現腸普

《現地調書号)

13トレンチ、御盤中社、関蹴宣跡

《関連する坦j蔵文化財の発掘調査報告))

①元縦晴海泊側協掘調査の成果

似佳定上野国府における酎持・避陶の櫛サ

第 18回委員会の様子

《協掛)

①平成24年度事業の成果について

C案の範囲内容R僻車、 A案の補足調査及び

総社神社西側lの調査のため、 9か所のトレン

チを設定し、調査を行ったO 古墳時代から平

安時代にカミけての住居跡射器跡等が多朔貧

出されたが、国府政庁に直接関連する遺構、

遺物は検出されなかっt4

②平成25年度事業計画について

蒼海域の本丸を国庁の跡地と仮定したB案

について調査を行うことを提案した。

③主な意見

・13トレンチで略語、された南北方向の溝は、国

府の時期の溝であり、今後調査を行ううえで重

要な迫掛守である。

-調査苦屯囲が狭小で、ある。

-宮部再申社を国府の南辺と考えると、 宮鍋神社

を南東隅、御覇 中社を南西隅、中間点を日高道

が通り、日高道は政庁のE面に延びる最も重要

な道路と想定して考える必要がある。

-大溝の中のエリアの性+割寸けも必要である。

「なし、j ところを広げていけIf({&i囲を狭められ

る。

-初期国庁は、 E殿・脇殿と整っていないので、

遺市時の見方を改める必要がある。

-蒼海域造成の際に逮捕が壊された可能性があ

る。遺梢が見つからなくても国府の時期の造物

が見つかる可能性があるので、範囲を絞り込め

るのではなし晴、

-御霊神社周辺の地形がとてもよく残っている

ので、精密な実測図を作成する必要がある。

上野国府等範囲内容確認調査A案'"'-'D案
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(3 ) 上野国府に関連する主要遺物の分布について

上野国府等範囲内容確認調査の実施とあわせて、上野国府に関連する既出資料の集成作業を行い、そ

の成果を元総社蒼海遺跡群内における 7世紀から 10世紀の住居分布とあわせて平成 23年度調査報告書

に掲載した。その際は、既出資料のうち、掘立柱建物跡、古代の大溝、神社遺構、鍛冶工房跡など国府

との関連が推定される遺構と、墨書土器、人形、螺旋状暗文を有する杯形土器、硯、盤・高盤形土器、

腰帯具、青白磁類などの遺物を掲載した。

上野国府に関連する主要遺物については、平成 23年度報告書に掲載した資料以外にも出土している

ことから、再度遺物集成を行うこととした。

1 集成作業について

対象とした区域は平成 23年度報告書掲載時と同じ範囲を対象とした。具体的には元総社町を中心とし

て、周辺地域を含めた範囲である。範囲内の主な遺跡としては、元総社蒼海遺跡群、天神遺跡、弥鞠遺

跡、元総社明神遺跡、元総社寺田遺跡、元総社西川・塚田中原遺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡、

鳥羽遺跡などの遺跡を対象とした。なお、対象とした遺跡(使用報告書)は一覧のとおりである。なお、

集成作業にあたっては遺物の実測図と遺物一覧表を作成し、さらに出土点数を分布図にまとめた。抽出

した遺物は螺旋状暗文を有する杯形土器、盤・高盤形土器、須恵器長頚瓶、墨書土器、文字瓦、硯、腰

帯具、緑紬陶器、青磁、白磁、三彩、銅椀、特殊金属製品、その他の貴重遺物(人形等)とした。

2 各主要遺物の分布について

( 1 ) 螺旋状暗文を有する杯形土器

螺旋状暗文を有する亦形土器は対象範囲内で 142点確認されている。その中で上野国分僧寺・尼寺中

間地域遺跡、鳥羽遺跡、元総社西川・塚田中原遺跡での出土が多く、元総社蒼海遺跡群でも西寄りの地

域で出土している。その他では元総社小学校周辺でも数点出土している。多く出土している地点では国

分僧寺・尼寺中間遺跡で調査した染谷川河川敷で 34点出土し、鳥羽遺跡H区のHl号掘立柱建物跡(神

社遺構)の区画溝から合計で 25点出土している。鳥羽遺跡ではその他にM ・N区第 2台地下から 5点出

土している。染谷川河川敷については具体的な遺構は確認されていないが、 7世紀後半以後の土師器坪

や須恵器杯が集中して出土しており、その中に混ざり出土している。 M.N区第 2台地下も弥生時代後

期・古墳時代初頭から奈良・平安時代に至る各時期の土器が多量に廃棄されていた。その他の螺旋状暗

文を有する坪形土器は住居跡から出土する例が多い。

(2) 盤・高盤形土器

盤・高盤形土器は対象範囲内で 189点確穏されている。基本的には螺旋状暗文を有する坪形土器と似

た分布をしており、上野国分僧寺・尼寺中間遺跡、鳥羽遺跡、元総社西川・塚田中原遺跡で多く出土し

ている。また元総社蒼海遺跡群の西寄りの地域でも出土している。その他では元総社小学校周辺でも数

点出土しているほか、天神遺跡でも出土しており、螺旋状暗文を有する杯形土器よりも、やや広い範囲

に分布している。多く出土する地点・遺構では元総社寺田遺跡の牛池川の河道や、鳥羽遺跡のM.N区

第2台地下が挙げられる。前者では盤のほかに、螺旋状暗文を有する杯形土器、墨書土器、硯、人形な

ども出土している。後者については前述のとおり多量に廃棄された土器に含まれている状態で出土して

し、る。

( 3 ) 須恵器長頚瓶

須恵、器長頚瓶は対象範囲内で 29点確認され、鳥羽遺跡や元総社西川遺跡など、西寄りの地域で出土し
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ている。その他に元総社明神遺跡、でも出土している。多く出土する地点や遺構はなく、住居跡から出土

している。

(4 )墨書土器

墨書土器は対象範囲内で 144点確認されている。墨書土器に記された個々の文字の分析まで、行ってい

ないため、客観的な分布を把握するのみとなってしまうが、遺跡レベノレで、の多少の集中はあるものの、

全体的に対象地域全体に分布するが散漫に分布する傾向がある。ただし、元総社寺田遺跡では何道から

多くの墨書土器が出土しており、その中には「国厨Jr曹司J等の国府関連施設が書かれた墨書土器が含

まれている。また、国分僧寺と国分尼寺の中間付近に位置する元総社蒼海遺跡群 (26) では、住居の覆

土からの出土ではあるが「大舘」の墨書土器が出土している。大舘は国司館を示すと考えられ、周辺で

掘立柱建物跡等は検出されていないため、国司館の詳細の位置は不明であるが、国府関連遺物として特

筆される。

( 5 )文字瓦

文字瓦は対象範囲内で 332点確認されている。文字瓦についても墨書土器と同様に対象地域全体に分

布が広がる傾向を示す。出土点数では国分僧寺と国分尼寺の付近が多い。国府域で国庁・国街以外で存

在した主な瓦葺建物としては国分僧寺と国分尼寺が挙げられるが、この出土状況は両寺院で使用された

瓦の影響と考えられるだろう。国分僧寺・国分尼寺周辺以外で文字瓦が多く出土した地点・遺構はほぼ

なく、元総社蒼海遺跡群の調査でも、文字瓦も含め瓦の出土は住居のカマドの構築材へ転用した例が多

し、。

( 6 )硯(円面硯・蹄脚硯・風宇硯・転用硯)

硯は円面硯・蹄脚硯・風字硯・転用硯が出土しているが、対象範囲内で円面硯 26点、蹄脚硯 1点、風

字硯 9点、転用硯 61点確認されており、点数的には転用硯が一番多く、出土した硯の約 63%を占める。

分布については硯の形態に大きな差はなく、国分僧寺・国分尼寺中間遺跡や鳥羽遺跡などの西寄りと、

元総社明神遺跡周辺に集中している。多く出fてした地点・遺構はなく、住居跡や溝から出土している。

(7)腰帯具(丸鞠・巡方・蛇尾・帯金具)

腰帯具としては丸鞘・巡方・蛇尾・帯金具(鮫具等)が出土しており、対象範囲内で丸鞘 10点、巡方

12点、鈍尾 5点、帯金具4点確認されている。分布は鳥羽遺跡や元総社蒼海遺跡群を中心に出土してい

るが、散漫な状態で出土している。遺物が多く出土が集中する地点・遺構も検出されておらず、住居跡

から出土する例が大部分を占める。

(8 )緑紬陶器

緑紬陶器は対象範囲内で緑紬陶器は点数に差はあるものの国府域全域から出土している。特筆される

のは天神遺跡から 120点出土しており、一つの遺跡からの出土点数としては群を抜いている。その他に

鳥羽遺跡や元総社蒼海遺跡群の染谷川寄りで多く出土している。よって点数的な分布としては国府域の

南東に集中する傾向がある。

( 9 )青磁・白磁・三彩・銅椀

青磁と白磁については国府域全域から出土している。青磁は点数的にも出土が集中する地点はないが、

白磁は元総社明神遺跡や元総社西川塚田・中原遺跡などで多く出土している。三彩と銅椀については出

土例も少なく、分布についても鳥羽遺跡や元総社西川塚田・中原遺跡を中心に出土する程度である。

(10)特殊金属製品

特殊金属製品として鉄製品、銅製品、金銅製品を挙げた。鉄製品は鉄・飽・毛抜形鉄製品などの道具

自体が鉄を素材としたもの、刀装具・留め金具などの鉄製の部品、その他の板状や環状の鉄製品に分け

られる。銅製品は鈴などの銅製品、刀装具・刀館具などの銅製の部品、銅粒や銅原料地金と思われるも

のなどの原材料に分けられる。金銅製品は基本的には道具の一部もしくは部品であるが、部分的な出土
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であるため詳細が不明な場合がある。

分布は僧寺・尼寺中間地域、鳥羽遺跡、元総社西)11遺跡など国府域の西寄りに分布している。出土し

た遺構も住居や溝が中心であり、特殊な遺構からの出土はみられない。

(11)その他の貴重遺物

その他の少数ながら出土した貴重遺物としては、人形、須恵器獣脚、水瓶、水柱須恵、器を挙げた。

人形は元総杜明神遺跡や寺田遺跡から出土している。いずれも牛池川の河道から出土している。須恵

器獣脚は天神遺跡と堰越遺跡から出土している。水瓶は頭部のみの出土で、あるが、元総社蒼海遺跡群と

元総社明神遺跡から出土している。水注は 1点のみ元総社蒼海遺跡群から出土している。

3 まとめ

以上のように上野国府に関連する主要遺物の分布状況をみてきたが、 全体的な傾向としては、主要遺

物の出土は対象地域でも西寄りの国分僧寺・尼寺中間遺跡や鳥羽遺跡、東寄りでは元総社明神遺跡や寺

田遺跡など、総社神社や元総社小学校周辺から出土する。

出土状況については大きく 3つのケースに分けることができる。

一つめは、住居跡の覆土から出土するケースで、大概の遺物はこのケースに該当する。各住居跡と遺

物の出土状況について今後の検討課題となるため詳細が不明であるが、文字五とカマドの構築材の関係

のように遺物と出土した遺構が直接的に関係を持たない例があることは考慮したい。

二つめは、溝や染谷川|や牛池川|の河道や河川敷から出土するケースで、螺旋状暗文を有する坪形土器、

盤・高盤形土器、人形、 一部の墨書土器が該当する。出土状況を詳しく見てみると、河川|に面した台地

の下部でまとまって出土した土器の中に含まれていた例や、調査で確認された河道で出土した例が多い。

人形については、献において罪・械等を人形に移し、流れに投じたとし、う使用方法から河道で出土する

ことも十分想定できる。螺旋暗文を有する杯形土器や盤・高盤形土器などの土器類についても、使用後

に河川敷や河道に廃棄したことが考えられる。また、鳥羽遺跡のHl号掘立柱建物跡(神社遺構)の区

画溝 (W-10'"'-'12) から螺旋状暗文を有する土器が多く出土している。比較的完形の杯形土器が出土し

ていることから、遺構と土器との関連性について検討する必要がある。

三つめは遺構などに伴わず調査区の覆土から出土するケースで、結粕陶器、青磁、白磁に多く見られ

る。特に、青磁と白磁については、元総社明神遺跡から多く出土しており、他の遺物と分布の状況に差

がある。

このように、遺物によって出土状況にある程度の傾向があると思われる。特に土器等が廃棄された溝

や河川敷の存在については、住居跡の覆土から出土する例と性格が異なると思われ、今後さらなる性格

の検証が必要と思われる。
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02盤・高盤形土器の分布図
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03須恵器長頚瓶の分布図
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04墨書土器の分布図
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05文字五の分布図
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13緑紬陶器の分布図
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14， 15， 16， 17青磁、白磁、三彩、銅椀の分布図
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18， 19，20特殊金属製品の分布図
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対象報告書一覧表

番思 書; 名 発行年月日 発行機関

l冗総社蒼遺跡群①総社関泉明神北遺跡 2000年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

2元総社蒼遺跡群②冗総社小見遺跡 2001年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

3元総社蒼遺跡群@総社甲稲荷塚大道西遺跡・総社閑泉明神北H遺跡・総
キ土甲稲荷塚大道西E遺跡

2002年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

4元総社蒼遺跡群④冗総社ノl、見内皿遺跡 2002年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

5冗蒼遺跡群⑤7c総社小見H遺跡 2003年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

6苅蒼遺跡群@冗総社小見回遺跡・フE総社草作V遺跡 2003年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

715I;蒼遺跡群⑦総社甲稲荷塚大道西皿遺跡・総社閑泉明神北田遺跡 2003年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

8元蒼遺跡群③冗総社小見内W遺跡 2003年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

9元蒼遺跡群⑨7c総社小見W遺跡 2004年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

10 冗蒼遺跡群⑩7c総社小見V遺跡元総社小見内VI遺跡 2004年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

11 冗蒼遺跡群⑪冗総社小見内VlI遺跡 2004年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

12 元蒼遺跡群⑫7c総社小見内V目遺跡・総社甲稲荷塚大道西W遺跡 2004年間 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

13 冗蒼遺跡群⑬冗総社小見内IX遺跡・総社閑泉明神北V遺跡 2005年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

14 冗蒼遺跡群⑬7c総社小見VI遺跡 2005年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

15 元蒼遺跡群⑬7c総社小見内X遺跡 2005年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

16 7c総、社蒼遺跡群(1 ) 2006年3月 前編市埋蔵丸'化財発姻調査団

17 冗総、社蒼遺跡群(2) 2006年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

18 冗総社蒼遺跡群(3)冗総社小見VlI遺跡 2006年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

19 冗総、社蒼遺跡群(4) 2006年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

20 元総社蒼遺跡群(5) 2006年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

21 元総社蒼遺跡群(6) 2006年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

22 冗総社蒼遺跡群(7) 2006年間 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

23 元総社蒼遺跡群(8) 2007年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

24 元総社蒼海蒼遺跡群(9) ・(10) 2007年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

25 元総社蒼海遺跡群(11) 2007年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

26 苅総社蒼海遺跡群(12) 2007年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

27 元総社蒼海遺跡群(13) 2008年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

28 元総社蒼遺跡群(14)・(19) 2008年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

29 元総社蒼遺跡群(15) 2008年2月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

30 元総社蒼遺跡群(16) 2008年2月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

31 苅総社蒼遺跡群(17) 2008年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

32 冗総社蒼遺跡群(18) 2008年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

33 冗総社蒼遺跡群(20) 2009年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

34 7c総社蒼遺跡群(21) 2009年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

35 苅総社蒼遺跡群(22) 2009年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

36 冗総社蒼遺跡群(23) 2009年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

37 冗総社蒼遺跡群(24) 2009年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

38 冗総社蒼遺跡群(25) 2009年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

39 苅総社蒼遺跡群(26) 2009年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

40 苅総社蒼遺跡群(27) 2010年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

41 元総4土蒼遺跡群(28) 2010年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

42 冗総社蒼遺跡群(29) 2010年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

43 冗総社蒼遺跡群(30) 2010年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

44 元総宇土蒼遺跡群(31) 2010年12月 前橋市教育委員会

45 7c総社蒼遺跡群(32)(33) 2011年間 前橋市教育委員会

46 7c総社蒼遺跡群(34) 2011年3月 前橋市教育委員会

47 元総社蒼遺跡群(35) 2011年2月 前橋市教育委員会

48 冗総社蒼遺跡群(36) 2011年3月 前橋市教育委員会

49 元総社蒼遺跡群(37) 2012年間 前橋市教育委員会

50 草作遺跡 1980年5月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

51 天神遺跡 1987年3月 前橋市教育委員会

52 天神H遺跡 1989年1月 前橋市教育委員会

53 天神皿遺跡 2008年8月 前橋市教育委員会

54 弥勤遺跡 1990年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団
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対象報告書一覧表

番号 ヨ同主 名 発行年月日 発行機関

55 弥鞠遺跡E 1996年3月 前橋市教育委員会

56 弥勤遺跡皿年報第 36集 平 成 17年度文化財調査報告書 2006年9月 前橋市教育委員会

57 上野国分寺参道遺跡 1997年明 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

58 上野国分尼寺寺域確認調査 2000年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

59 冗総社宅地遺跡・上野国分尼寺寺域確認調査H 2001年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

60 冗総社明神遺跡 I 1983年3月 前橋市教育委員会

61 冗総社明神遺跡日 1984年3月 前橋市教育委員会

62 冗総社明神遺跡m.IV 1986年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

63 冗総社明神遺跡V 1987年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

64 冗総社明神遺跡羽 1988年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

65 冗総社明神遺跡VlI 1989年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

66 冗総社明神遺跡四 1990年3月 円Ij橋市埋蔵文化財発掘調査団

67 元総社明神遺跡医 1991年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

68 克総社明神遺跡X 1992年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

69 元総社明神遺跡X 1 1993年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

70 冗総社明神遺跡xn 1994年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

71 冗総社明神遺跡、xm 1997年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

72 樋越遺跡 1986年3月 前橋市教育委員会

73 閑泉樋南遺跡 1986年3月 同リ橋市教育委員会

74 屋敷遺跡 1987年2月 前橋市教育委員会

75 屋敷E遺跡 1996年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

76 寺田遺跡 1987年3月 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

77 堰越遺跡 1988年3月 前橋市教育委員会

78 堰越H遺跡 1988年6月 前橋市教育委員会

79 上野国分僧寺・尼寺中間地域 (1) 1987年2月 群馬県教育委員会・群埋文

80 上野国分僧寺・尼寺中間地域 (2) 1988年3月 群馬県教育委員会・群埋文

81 上野国分僧寺・尼寺中間地域 (3) 1989年3月 群馬県教育委員会・群埋文

82 上野田分僧寺・尼寺中間地域 (4) 1990年3月 群馬県教育委員会・群埋文

83 上野国分僧寺・尼寺中間地域 (5) 1991年3月 群馬県教育委員会・群埋文

84 上野国分僧寺・尼寺中間地域 (6) 1992年2月 群馬県教育委員会・群埋文

85 上野国分僧寺・尼寺中間地域(7) 1992年2月 群馬県教育委員会・群埋文

86 上野国分僧寺・尼寺中間地域 (8) 1992年3月 群馬県教育委員会・群埋文

87 鳥羽遺跡G.H・I区 1986年10月 群馬県教育委員会・群埋文

88 鳥羽遺跡 I・J. K区 1988年3月 群馬県教育委員会・群埋文

89 鳥羽遺跡L.M.N.O区 1990年3月 群馬県教育委員会・群埋文

90 鳥羽遺跡A ・B・C.E.F区 1992年3月 群馬県教育委員会・群埋文

91 中尾(遺物篇) 1984年3月 群馬県教育委員会・群埋文

92 史跡上野国分寺跡 1989年3月 群馬県教育委員会

93 上野国分寺跡・上野国分ー寺中間地域 1993年3月 群馬県教育委員会・群埋文

94 元総社西川|遺跡 2001年12月 群馬県教育委員会・群埋文

95 元総社寺田遺跡 I 1993年間 群馬県教育委員会・群埋文

96 元総社寺田遺跡皿 1996年3月 群馬県教育委員会・群埋文

97 元総社西川・塚田中原遺跡 2003年11月 群馬県教育委員会・群埋文

98 
総社閑泉明神北W遺跡・元総社牛池川遺跡・元総社北川遺跡・元総社小

2007年3月 群馬県前橋土木事務所・群埋文
見内V遺跡

99 国府南部遺跡群 1. n 2000年3月 群馬町教育委員会

100 国府南部遺跡群皿 2001年3月 群馬町教育委員会

101 国府南部遺跡群W 2002年3月 群馬町教育委員会

102 国府南部遺跡群V 2003年3月 群馬町教育委員会

103 上野国分尼寺跡北辺遺跡 2002年3月 群馬町教育委員会
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あ とがき

平成 24年度は、普及関係では、市民プロジェクト第 2期の最終年度(3年目)で、

大型の石見型、馬形埴輪等の復元制作に取り組みました。また、市民ボランティアの

発掘・育成について、新たに 23年度から取り組み、ご好評を頂きました座学と野外

活動を組み合わせた文化財講座を引き続き実施しました。

文化財管理関係については、懸案事項でありました「阿久沢家住宅」の公有化がな

り、臨江閣については整備に向けた保存管理計画が策定され、本格的な改修計画の端

緒とすることができました。

発掘調査では、元総社蒼海土地区画整理区域内において上野国府の解明に向けた範

囲内容確認調査が平成 23年度から着手され、今年度は 2年目となりました。 27年

度までの 5年間で実施される予定であり、この調査を通して何とか国府解明の手掛か

りが掴めたらと考えています。

本書は、 24年度に実施された文化財事業の概要をまとめたものであり、この資料

が多くの皆様に活用され、文化財保護行政をご理解いただく一助になれば幸いです。

平成 25年 7月 日

平成 24年度

前橋市文化財調査委員

阿久津宗二 (24年 5月 28日まで)

井 上 唯 雄

梅津重昭

片山満秋

村田敬一

年報第 43集平成 24年度文化財制査報告暫

平成 25年 7月発行

発行前橋市教育委員会管理部文化財保護課

前橋市三俣町二丁目 10番地 2

文化財保護課長松村親樹

平成 24年度

文化財保護課職員

文化財保護課長 松村親樹

文化財保護係

課長補佐兼文化財保護係長 小島純一

副主幹 堤 敏範

11 岩瀬孝弘

主任 登山伸一

11 小沼安美

11 宮沢竜一

11 小川卓也

11 下回 大介

文化財整備指導員 能登 健

埋蔵文化財係

課長補佐兼埋蔵文化財係長 前原 量-'"邑L 

主 査 岩丸展久

11 細野泰宏

主任 藤坂和延

11 員下 晃

11 瀧津重雄

11 小峰 篤

11 坂本高広

11 並木勝洋

11 福田 貫之

11 阿久津智和





表紙新指定重要文化財平和町(旧向町)雷電神社の山車


